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ヤ緒 言
咀 疇 運 動 は 、 基 本 的 に centra■pattern generator(cPC)によ り規
定 さ れ て い る・ ～ 5)。 ま た 、 大 脳 皮 質 の 関 与 は も ち ろ ん の こ と 、 歯
根 膜 、 日 蓋 、 歯 肉 、 顎 関 節 、 舌 お よ び □ 唇 な ど の よ う な 末 槍 か らの
感 覚 性 制 御 に よ る修 飾 も受 け て い る 6～■2)。末 檎 か ら の 感 覚 性 制 御
に 関 して 、 ヒ トに お い て 咬 合 接 触 関 係 が 変 化 す れ ば そ の 運 動 出 力 も
変 化 す る こ と が 報 告 され て い る・ 3～■7)。従 って 、 数 多 くあ る 末 槍
の 感 覚 受 容 器 の 中 で 、 歯 根 膜 の 感 覚 受 容 器 (機械 あ る い は 圧 受 容 器 )
が 、 咬 合 状 態 と咀 疇 機 能 と の 関 連 性 を 検 討 す る上 で 、 重 要 な 受 容 器
で あ る と考 え られ る。 こ れ に 関 し て は 、 過 去 に 歯 根 膜 咀 噌 筋 反 射
■8,■9)をは じめ と して 、 数 多 くの 報 告 が な さ れ て き て ぃ る 20～24)。
これ ら は 、 解 剖 学 的 に 受 容 器 が 多 く存 在 す る前 歯 に つ い て の 報 告 で
あ る 。 一 方 、 プ ロ ッ ク体 の 噛 み じめ 時 あ る い は 開 回 時 に お い て 、 自
歯 に 加 え る 力 の 方 向 が 咀 噌 筋 活 動 の 制 御 に 関 与 す る こ と を 示 唆 す る
報 告 も最 近 見 られ る よ う に な っ て き た 25,26)。
形 成 手 術 を 受 け た 唇 顎 回 蓋 裂 患 者 は 、 回 唇 お よ び 回 蓋 の 裂 隙 に対
す る 改 善 が 幼 少 時 既 に 得 られ て い る 。 しか し、 矯 正 臨 床 上 は 、 上 顎
骨 の 劣 成 長 と こ れ に起 因 す る前 歯 部 反 対 咬 合 や 自 歯 部 交 叉 咬 合 が 多
くの 症 例 で 認 め られ る 。 こ の 様 な 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 咀 曙 機 能 に 関 し
て 、 咀 曙 能 率 が 低 下 して い る と い う報 告 27)、咀 曙 筋 筋 電 図 上 の 咀
唱 リ ズ ム が 不 安 定 で あ る と い う報 告 28,29)ぉょ び 大 臼 歯 の 被 蓋 の 違
い (正常 被 蓋 あ る い は 逆 被 蓋)が下 顎 運 動 パ タ ー ン に 影 響 す る と い
う報 告 30)など が あ る 。 こ の よ うな 患 者 は 、 一 般 に 、 歯 の 位 置 、 数
お よ び 咬 合 接 触 関 係 は も と よ り、 骨 格 形 態 、 日 唇 お よ び 口 蓋 粘 膜 の
形 態 が 健 常 者 と は 著 し く異 な る た め 、 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 に 研 究 対 象 と
して の 協 力 を 依 頼 す る こ と に よ り、 ヒ トに お い て 末 槍 構 造 の 特 性 が
咀 疇 運 動 に ど の 様 な 影 響 を 及 ぼ して い る の か を 調 べ る こ と が 可 能 と
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●な る 。 ま た 今 日 ま で 、 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 に つ い て 、 咀 疇 運 動 時 の 下 顎
運 動 と咀 噌 筋 筋 活 動 を 同 時 記 録 し自 歯 に 加 わ る 咀 噌 力 の 方 向 と の 関
連 性 を 包 括 的 に 検 討 した 報 告 、 あ る い は 自 由 咀 噌 時 の 最 終 喋 下 ま で
に 要 した 咀 疇 回 数 と時 間 に 関 す る 報 告 は 著 者 の 知 る 限 り に お い て は
な い 。 従 っ て 、 こ れ ら を 調 査 、 検 討 す る こ と は 、 歯 科 矯 正 学 上 、 唇
顎 口 蓋 裂 患 者 の 咀 嗜 機 能 の 実 態 を 総 合 的 に 把 握 す る上 で 、 極 め て 意
義 深 い 。
そ こで 、 本 研 究 は 、 混 合 歯 列 後 期 の 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 と
同 年 齢 範 囲 で 乳 幼 児 期 に形 成 手 術 を 受 け た 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 に つ
い て 、 硬 さ の 異 な る 2種類 の グ ミゼ リー を 用 い て 、 ま ず 、 グ ミゼ
リー 1個を 片 側 臼 歯 部 で 咀 疇 さ せ た 時 の 歯 の 咬 合 接 触 関 係 を 含 む 末
槍 構 造 の 特 性 と下 顎 運 動 パ タ ー ン と の 関 連 性 を 検 討 し、 次 い で 、 下
顎 運 動 な ら び に 側 頭 筋 後 部 と下 唇 部 口 輪 筋 の 筋 活 動 を 日 歯 に 加 わ る
咀 曙 力 の 頼 舌 的 な 方 向 に 着 目 して 調 べ 、 さ ら に 、 グ ミゼ リー 1個を
自 由 に 咀 曙 さ せ た 時 の 咀 曙 開 始 か ら熙 下 終 了 ま で に要 した 咀 曙 回 数
と時 間 を 計 測 し、 咬 合 状 態 と咀 噌 機 能 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 した
も の で あ る 。
研 究 方 法
1.被検 者 (表1)
被 検 者 と して 、 下 記 の 条 件 を 満 た す 混 合 歯 列 後 期 の 児 童 45名を 選
択 した 。 そ の う ち 、 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 22名(9歳8ヵ月 ～
12歳10ヵ月,平均 11歳2ヵ月)を対 照 群 と し、 同 年 齢 範 囲 で 、
形 成 手 術 を 受 け 大 阪 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 矯 正 科 を 受 診 した 片 側 性 唇
顎 回 蓋 裂 児 23名(9歳Oヵ月 ～ 12歳1lヵ月,平均 11歳4ヵ月 )
を 患 者 群 と して そ れ ぞ れ 用 い た 。 全 て の 被 検 者 と そ の 両 親 に 対 して 、
事 前 に研 究 の 目 的 と検 査 内 容 の 説 明 を 行 い 、 本 研 究 に つ い て の 理 解
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`を 得 、 協 力 す る こ と の 同 意 を 得 た 。 両 群 被 検 者 は 、 He■manの咬 合
発 育 段 階 が Ⅲ B後期 か ら Ⅲ C期で 、 胡 蝕 歯 お よ び 下 顎 の 著 しい 偏 位
を 認 め ず 、 顎 関 節 と咀 噌 筋 に 自覚 的 お よ び 他 覚 的 な 症 状 を 認 め な い
も の で あ る 。
患 者 群 被 検 者 は 、 これ らの 条 件 に 加 え て 、 片 側 に 唇 顎 回 蓋 裂 を 有
し、 生 後 3カ月 か ら 6カ月 の 間 に 口 唇 形 成 術 、 1歳か ら 2歳の 間 に
回 蓋 形 成 術 を 受 け 、 そ の う ち ■5名が 、 5歳か ら 7歳の 間 に 口 唇 と 口
蓋 の 修 正 手 術 を 受 け た も の で あ る 。 ま た 、 前 歯 部 に 交 叉 咬 合 を 1歯
以 上 有 す る も の が 21名存 在 し、 日 歯 部 で は 両 側 自 歯 部 に 交 叉 咬 合
を 1歯以 上 有 す る も の が 15名、 片 側 臼 歯 部 に の み 有 す る も の が 5
名 、 交 叉 咬 合 歯 を 全 く有 さ な い も の が 3名そ れ ぞ れ 存 在 した 。 な お 、
交 叉 咬 合 の 定 義 は RoEoMoyers3■)の記 述 に 従 っ た 。 片 側 の 上 顎 側 切
歯 あ る い は 小 臼 歯 に 欠 損 の 認 め ら れ る も の は ■3名存 在 した 。
各 被 検 者 の 身 長 、 体 重 に 関 して は 、 両 群 と も ほ ぼ 同 じ値 を 示 した 。
な お 、 こ の 年 齢 で は 、 日本 全 国 の 身 長 と体 重 の 平 均 32)で性 差 が 認
め ら れ ず 、 本 研 究 の 被 検 者 も同 様 に 性 差 が 認 め ら れ な か っ た の で 、
男 女 混 合 デ ー タ と して 示 した 。 ま た 、 対 照 群 、 患 者 群 と も に 、 全 国
平 均 と の 間 に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。 各 被 検 者 の 習 慣 性 咀 曙 側 を
調 査 した と こ ろ 、 対 照 群 で 習 慣 性 の 咀 疇 側 を 有 す る も の が 22名中 7
名 しか 存 在 しな か っ た が 、 患 者 群 で は 23名中 20名存 在 した 。 以 上 の
所 見 を 表 1に記 す 。
2.形態 分 析 法
2-■)被検 者 の 咬 合 状 態 (図1,表2)
各 被 検 者 の 上 顎 歯 列 を 右 側 と左 側 の 前 歯 部 と 自 歯 部 の 4ブロ ッ ク
に 分 割 し、 回 腔 内 を 直 接 観 察 して 以 下 の 項 目 を 調 査 した 。
静 的 な 咬 合 状 態 に つ い て :各被 検 者 に 中 心 咬 合 位 で 厚 さ 30μ mの
咬 合 紙 (ジー シー (株)、 東 京)を咬 ま せ 、 印 記 さ れ た 咬 合 接 触 点
`
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●数 を 1歯ず つ 記 録 した 。 1点以 上 接 触 の あ る 歯 を 咬 合 接 触 歯 と し、
各 プ ロ ッ ク の 咬 合 接 触 点 数 と咬 合 接 触 歯 数 を 求 め た 。 同 様 に 、 中 心
咬 合 位 を と らせ た 時 に 正 常 な 水 平 被 蓋 を 呈 す る歯 数 と逆 被 蓋 (交叉
咬 合 )を呈 す る歯 数 を 調 査 した 。 た だ し、 動 揺 度 の 大 き い 脱 落 寸 前
の 乳 歯 は 対 象 か ら除 外 した 。 こ の 点 に つ い て は 、 以 下 の 項 目 に 関 し
て も 同 様 に 取 り扱 っ た 。 考 え られ る片 側 の 前 歯 部 咬 合 接 触 点 数 の 最
大 値 は 6、 自 歯 部 咬 合 接 触 点 数 の 最 大 値 は 、 平 木 の 方 法 33)に準 じ
て 計 算 す る と20であ り、 咬 合 接 触 歯 数 の 最 大 値 は 、 前 歯 、 日 歯 と も
に 3、 最 小 値 は と も に 0とな る 。
動 的 な 咬 合 状 態 に つ い て :各被 検 者 に 中 心 咬 合 位 で 咬 合 紙 を 咬 ま
せ 、 Ramfjord and Ashの方 法 34)によ り、 下 顎 を 上 下 顎 自 歯 の 接 触
関 係 を 保 ち な が ら筋 の 緊 張 を 高 め な い よ う に 頼 側 方 向 へ 下 顎 を 誘 導
した 。 そ して 、 1歯ず つ 上 顎 自 歯 の 咬 頭 斜 面 に 印 記 さ れ た 部 分 の 滑
走 距 離 を 調 べ 、 咬 合 紙 を 介 在 さ せ な い 状 態 で 、 滑 走 の 有 無 を 確 認 し
た 。 。 同 様 に 、 別 の 色 の 咬 合 紙 を 用 い て 、 舌 側 方 向 へ 下 顎 を 誘 導 し
た 時 に よ っ て 生 じた 距 離 も、 1歯ず つ 調 べ た 。 そ の 両 者 を 比 較 して 、
滑 走 距 離 の 明 らか に長 い 咬 頭 斜 面 を 、 食 物 の 切 断 時 に 用 い られ る咬
頭 斜 面 で あ る と判 断 した 。 な ぜ な ら、 接 触 の ほ と ん ど な い 斜 面 で は 、
物 理 的 に 食 物 の 切 断 が 行 え な い か らで あ る 。 な お 頼 側 方 向 と舌 側 方
向 へ の 下 顎 誘 導 時 で 生 じた 距 離 に つ い て 、 差 が 認 め られ な か っ た 場
合 は 、 そ の 上 顎 自 歯 を 対 象 か ら除 外 した 。 図 1に下 顎 の 側 方 誘 導 時
の 上 下 顎 自 歯 の 咬 合 接 触 関 係 を 示 す 。 中 心 咬 合 位 に お い て 咬 頭 対 咬
頭 の 関 係 を 示 す 自 歯 や 咬 耗 の 著 し い 臼 歯 な ら び に 側 方 誘 導 時 に 接 触
の な い 自 歯 は 対 象 か ら除 外 した 。 理 論 的 に は上 下 顎 臼 歯 と も に 斜 面
が 4面あ る の で 計 ■6通り の 組 み 合 わ せ が 考 え られ る が 、 本 研 究 で 用
い た 被 験 者 で は 、 図 1に示 す 6通り の 組 み 合 わ せ が 認 め られ た 。 こ
こ で 、 咬 合 相 初 期 に 上 下 顎 臼 歯 に 加 わ る 咀 曙 力 の 水 平 方 向 を 推 定 し、
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4そ の ベ ク トル の 水 平 成 分 の 頼 舌 的 な 方 向 に よ っ て 、 次 の よ う に 2つ
に 大 別 した 。 ま ず 、 図 1の上 段 に 示 す よ う に 、 咬 合 相 初 期 に 加 わ る
と推 定 さ れ る 咀 噌 力 の 水 平 成 分 の 方 向 が 舌 → 頼 方 向 で あ る上 顎 自 歯
に は 、 LL/bb, BL/■b, BL/bbがあ り ULB歯 (Upper Linguo―Bucca■
direction)と表 す こ と した 。 そ の 反 対 に 、 図 1の下 段 に 示 す よ う
に 、 そ の 水 平 成 分 の 方 向 が 頼 → 舌 方 向 で あ る上 顎 臼 歯 に は 、 BB/b■,
LB/b■, BB/■■が あ り UBL歯 (Upper BuccO―Lingua■ directiOn)と表 す
こ と と した 。 こ こ で 臼 歯 に 加 わ る 咀 曙 力 の 頼 舌 的 な 方 向 に 関 して 、
LL/bb、BB/■■は 力 学 的 に 自 明 で あ る 。 正 常 咬 合 者 に 見 られ るBL/bb
は 、 ガ ム を 用 い て 自 歯 に 加 わ る頼 舌 的 な 側 方 力 を 調 べ た 田 中 の 報 告
35)によ る と 、 咬 合 相 初 期 に は 図 1に示 す 側 方 力 が 作 用 す る 。 残 り
の BL/■b、 BB/b■、 LB/b■に 関 して は 、 患 者 群 に の み 認 め られ た もの
で あ り、 接 触 の あ る 咬 頭 斜 面 以 外 で は 接 触 が 認 め られ な か っ た の で 、
力 学 的 に 図 の 様 な 側 方 力 が 作 用 す る 。 以 上 の 分 類 に 従 っ て 、 各 被 検
者 の 上 顎 の 片 側 臼 歯 部 に つ い て 、 ULB歯の 数 をULB歯数 、 UBL歯の 数
を UBL歯数 と し て そ れ ぞ れ 求 め た 。 こ れ ら の 歯 数 の 最 大 値 は 3、 最
小 値 は と も に 0とな る。
以 上 の 数 値 化 した 咬 合 状 態 に 関 して 、 表 2に示 す よ う に 、 対 照 群
で は 全 て の 項 目 で 左 右 間 に有 意 の 差 を 認 め ず 、 被 検 者 内 の 左 右 間 の
ば ら つ き が 被 検 者 間 の ば らつ き よ り も有 意 に 小 さ い 特 徴 を 呈 して い
た の で 、 右 側 の デ ー タ を 各 被 検 者 の 代 表 値 と した 。 一 方 、 患 者 群 で
は 裂 側 で 上 顎 側 切 歯 を 欠 損 して い る も の が 多 数 (23名中 ■2名)存在
して い た た め 、 裂 側 の 前 歯 部 咬 合 接 触 点 数 と前 歯 部 咬 合 接 触 歯 数 は
非 裂 側 の そ れ ら よ り も有 意 に 小 さ な 値 を 示 す 特 徴 を 有 して い た 。 患
者 群 は こ れ に 加 え 、 対 照 群 と の 比 較 で 、 交 叉 咬 合 を 示 す 歯 数 とUBL
歯 数 が 有 意 に 多 く 、 咬 合 接 触 点 数 、 咬 合 接 触 歯 数 お よ びULB歯数 が
有 意 に少 な い 特 徴 を 有 して い た 。
ゆ
●
●
●2-2)被検 者 の 歯 列 弓 の 大 き さ と 口 蓋 の 高 さ (表3)
各 被 検 者 の 回 腔 模 型 を 資 料 と して 、Moorrees36)の方 法 に 従 っ て 、
歯 列 弓 長 径 、 幅 径 の 計 測 を 行 っ た 。 □ 蓋 高 径 は 高 田 の 方 法 37)によ
り計 測 した 。
歯 列 弓 長 径 :左右 第 1大自 歯 近 心 隣 接 面 を 結 ぶ 線 か ら左 右 中 切 歯 の
唇 面 接 線 上 の 中 心 に 至 る距 離 。
第 1小自 歯 間 幅 径 :左右 側 の 第 1小臼 歯 (また は 第 1乳臼 歯 )の舌
側 (近心 )咬頭 頂 間 の 距 離 。
第 1大臼 歯 間 幅 径 :左右 側 の 第 1大自 歯 の 舌 側 近 心 咬 頭 頂 間 の 距 離 。
日 蓋 高 径 :上顎 両 側 中 切 歯 近 心 隅 角 間 の 中 点 と 、 同 両 側 第 1大臼 歯
近 心 舌 側 咬 頭 頂 の 3点で 形 成 さ れ る平 面 よ り、 同 平 面 に 垂 直 で 上 顎
第 1大自 歯 間 最 遠 心 点 を 結 ぶ 直 線 を 含 む 、 平 面 上 の 回 蓋 最 深 点 に い
た る距 離 。
被 検 者 の 歯 列 弓 の 大 き さ と 口 蓋 の 高 さ に 関 して 、 表 3に示 す よ う
に 、 患 者 群 は 対 照 群 と比 べ て 、 上 顎 歯 列 が 狭 窄 し、 上 顎 前 後 径 が 短
く、 浅 い 口 蓋 を 呈 す る特 徴 を 有 して お り い ず れ も有 意 の 差 を 認 め た 。
2-3)患者 群 の 顎 顔 面 頭 蓋 形 態 (表4)
患 者 群 被 検 者 に つ い て 、 側 面 位 頭 部 X線規 格 写 真 を 資 料 と し、 過
去 に 報 告 さ れ て い る定 義 38)に従 い 、 計 測 点 ■2点と基 準 平 面 4面を 設
定 して 計 測 を 行 っ た 。 対 照 と して 、 大 阪 大 学 歯 学 部 歯 科 矯 正 学 教 室
所 蔵 の デ ー タ 38)(良好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 20名の 経 年 的 資 料 )
を 線 形 補 間 した デ ー タ (年齢 を 患 者 群 と 同 じ■■歳 4ヵ 月 に し た )を
標 準 値 と して 用 い た 。 な お 、 線 形 補 間 に つ い て は 、 従 来 よ り用 い ら
れ て い る方 法 39)に従 った 。
セ フ ァ ロ 分 析 ソ フ ト ウ ェ ア (Quick ceph lmage, ver 2.7, Or―
Co。,UoS.A。)を用 い て 、 以 下 の 角 度 的 な ら
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た 。
●骨 格 系 に 関 す る項 目 (■0項目 )
∠SNA(度):前頭 蓋 底 に 対 す る上 顎 歯 槽 基 底 部 の 突 出 度
∠SNB(度):前頭 蓋 底 に 対 す る下 顎 歯 槽 基 底 部 の 突 出 度
∠MP―SN(度):SN平面 に 対 す る下 顎 下 縁 平 面 の 傾 斜 度
Goo A。(度):下顎 角
∠ANB(度):上下 顎 歯 槽 基 底 部 前 縁 の 突 出 度 の 差
SN(IIIIll):前頭 蓋 底 長 径
N一Me(mm):前顔 面 高
Ptm―A/PP(mm):上顎 骨 歯 槽 基 底 部 の 前 後 径 (PPに投 影 した AとPtm
と の 距 離 )
Ar―Go(IIIIII):下顎 枝 高
Go―Me(IIIIl):下顎 骨 骨 体 長
歯 系 に 関 す る項 目 (2項目 )
OJ(IIIIIl):上下 顎 前 歯 被 蓋 の 水 平 距 離
OB(mm):上下 顎 前 歯 被 蓋 の 垂 直 距 離
表 4に示 す よ う に 、 本 研 究 で 用 い られ た 患 者 群 は 骨 格 性 3級の 顎
態 、 上 顎 骨 の 劣 成 長 お よ び 負 の 水 平 被 蓋 を 示 す 特 徴 を 有 して い た 。
3.咀噛 機 能 検 査 法
3-■)被検 食 品 (表5)
被 験 食 品 と して 、 硬 い タ イ プ の グ ミゼ リー (以下 、 H」)と軟 らか
い タ イ プ の グ ミゼ リー (以下 、SJ)を用 い た 。 こ れ ら は ほ ぼ 同 じ重
量 (約5g)、大 き さ (20x20x8mm)、味 (オレ ン ジ味)およ び 色
(黄色)を呈 して お り、 グ ラ ニ ュ ー 糖 と麦 芽 糖 が 含 ま れ て い る 。 HJ
とSJの構 成 成 分 の 重 量 比 (%)を表 5に記 す 。 H」の 硬 さ は 、 JIs K6503
に 記 され て い る方 法 に 基 づ い て 、 ブ ル ー ム 式 ゼ リー 強 度 計 を 用 い て
調 べ る と 、 硬 さ は ブ ル ー ム カ 633gであ っ た 。 こ れ は 、 市 販 の か ま ぼ
こ (ブル ー ム カ 625g)とほ ぼ 同 じ硬 さで あ る 。 一 方 、 S」の 硬 さ は 、
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●ブ ル ー ム カ ■03gであ っ た 。 こ れ は 、 市 販 の カ ス テ ラ (ブル ー ム カ
■■4g)とほ ぼ 同 じ硬 さ で あ る 。 こ れ ら の グ ミゼ リー は 、 噛 み 切 らな
い と細 か くで きず 、 吸 水 性 も ほ と ん ど な い 食 品 で あ る 。 な お 、 本 研
究 で 用 い た グ ミゼ リー は 、 麦 芽 糖 な ど を 含 ん で い る た め 、 検 査 後 に
は 十 分 な プ ラ ッ シ ン グ を 行 わ せ た 。
3-2)下顎 運 動 お よ び 筋 電 図 の 採 得 方 法 な ら び に 評 価 方 法
3-2-■)下顎 運 動 お よ び 筋 電 図 の 採 得 方 法 (図2)
被 検 者 を 準 暗 室 で 筋 電 図 採 得 用 木 製 椅 子 に 座 らせ た 後 、 自然 頭
位 を と らせ 、 H」と SJをそ れ ぞ れ 1個ず つ 、 右 側 と左 側 の 片 側 臼 歯 部
で 咀 曙 さ せ た (以下 、 片 側 臼 歯 部 咀 疇 と記 す )。
下 顎 運 動 に 関 し て 、 マ ン デ ィ ブ ラ ー キ ネ ジ オ グ ラ フ (K-5,
Myotronics,seatt■e,uos.A. 以 下 、MKGと記 す)を用 い て 、
下 顎 中 切 歯 点 の 3次元 的 な 運 動 軌 跡 を 記 録 した 。 各 変 位 信 号 は 、 直
接 コ ン ピ ュ ー タ に 送 られ た 。 個 人 内 に お い て 、 咀 曙 運 動 時 の 下 顎 中
切 歯 点 の 運 動 軌 跡 は 、 恒 常 性 が あ る と報 告 さ れ て い る・ 3.40～42)。
こ の 事 か ら本 研 究 で は 、 各 被 検 者 に お い て 、 各 咀 曙 ス トロ ー ク デ ー
タ の 平 均 を 個 人 の 代 表 値 と して 用 い た 。
筋 電 図 の 導 出 方 法 に つ い て は 、 電 極 の 直 径 8 mm、電 極 間 距 離 ■Omm
に 固 定 した Beckman型の 小 生 体 電 極 (NT-2■3U、 日本 光 電 、 東 京 )
を 筋 肉 の 走 向 に平 行 に 貼 付 して 双 極 誘 導 で 行 っ た 。 被 検 筋 肉 は 、 閉
□ 時 の 側 方 運 動 に 関 与 す る と考 え られ て い る側 頭 筋 後 部 43)と両 群
被 検 者 と も同 一 条 件 で 採 得 で き る下 唇 部 口 輪 筋 と した 。 側 頭 筋 は 下
顎 の 位 置 を 定 め る働 き を もつ 咀 曙 筋 で あ り、 下 顎 運 動 と の 関 連 性 を
検 討 す る上 で 重 要 な 筋 肉 で あ る 。 ま た 本 研 究 で は 、 唇 顎 口 蓋 裂 患 者
を 被 検 者 と して 用 い て い る の で 、 日唇 が 健 常 者 と 同 じ よ う に 働 い て
い る の か ど うか を 調 べ る こ と は 、 臨 床 的 に 意 義 の あ る こ と で あ る 。
しか し、 患 者 群 で は上 唇 部 に 療 痕 が 存 在 す る た め 、 対 照 群 と 同 一 条
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●件 で 表 面 筋 電 図 を 採 得 す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ で 、 療 痕 の 認 め
られ な い 下 唇 部 口 輪 筋 を 被 検 筋 肉 と して 用 い た 。 皮 膚 電 極 間 抵 抗 を
減 少 さ せ る た め に 、 剃 毛 後 皮 膚 表 面 の 角 質 層 を 皮 膚 前 処 理 剤 (スキ
ン ピ ュ ア 、 日本 光 電 、 東 京)を用 い て 可 及 的 に 落 と し、 粘 着 テ ー プ
を 用 い て 電 極 を 貼 付 した 。 不 関 電 極 (NM-5■■S、 日本 光 電 、 東 京 )
は 被 検 者 の 右 手 首 に 装 着 した 。 各 電 極 か ら導 出 さ れ た 筋 電 信 号 は 、
入 力 箱 (」B―■0■J、 日本 光 電 、 東 京)を介 して 生 体 信 号 用 増 幅 器 (
AB-65■J、 日 本 光 電 、 東 京)で増 幅 さ れ た 後 、 コ ン ピ ュ ー タ に 送 ら
れ た 。 増 幅 器 の 特 性 は 、 入 カ イ ン ピー ダ ン ス ■80M Ω 以 上 (コモ ン
モ ー ド■8,000M Ω 以 上 )、 雑 音 5 MVpp以下 、 周 波 数 応 答 0.08Hz―
■OKHz(-3dB)であ る 。 ゲ イ ン は ■mV/diViSionと し、 ロ ー カ ッ ト ■5Hz、
ハ イ カ ッ ト3KHzまた は ■OKHzとした 44)。個 人 内 に お い て 、 噛 み じめ
時 の 表 面 筋 電 位 33)ぁる い は 咀 噌 時 に お け る 咀 疇 筋 の 表 面 筋 電 図
■4,45,46)は、 恒 常 性 が あ る と報 告 さ れ て い る 。
下 顎 運 動 と 筋 電 信 号 は 、 サ ン プ リ ン グ密 度 2KHzで第 6ス トロ ー ク
目 か ら の ■5ス トロ ー ク に つ い て 、 自動 的 に 記 録 さ れ た 。 下 顎 運 動 信
号 に 関 して は 、 GMDH補正 47)の処 理 が 自動 的 に 行 わ れ る 様 に な
って い る。 そ の 平 均 誤 差 は 0。■6mmでぁ る 。 本 研 究 で は 、 第 1から第
5ス ト ロ ー ク は 、 変 動 が 大 き く48)、再 現 性 と検 定 効 率 の 低 下 を 生
じ る た め に 記 録 、 分 析 の 対 象 か ら除 外 した 。 図 2に示 す よ う に 、 生
体 信 号 の 解 析 は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 支 援 検 査 シ ス テ ム 44)を用
い て 行 っ た 。 す な わ ち 、 自動 サ ン プ リ ン グ さ れ た 生 体 信 号 は 、AD
変 換 ボ ー ド (ADX-98,カノ ー プ ス電 子 、 神 戸 )を介 して コ ン ピ ュ ー
タ (PC-386GS,EpsOn,東京)に取 り込 ま れ 、 筋 電 信 号 に 関 し て は
自 動 的 に 全 波 整 流 と ウ ィ ン ドウ幅 5ms、移 動 幅 l msで平 滑 化 処 理 さ
れ た 。 これ ら の 生 体 信 号 デ ー タ は 、 熙 下 や 食 塊 の 移 動 に 伴 う異 常 な
ス トロ ー ク が 除 か れ た 後 、 32ビッ ト型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ (
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●Macintosh Ⅱ Ci, App■e Computer ttnc。, Ca■ifornia, UoSoA.)_上に
構 築 さ れ た 歯 科 医 療 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 49)へ転 送 し 、 以 下
の 解 析 を 行 っ た 。 な お 、 上 記 の 計 測 機 器 は 、 全 て 電 磁 シ ー ル ドさ れ
て ヽヽ る 44)。
3-2-2)前頭 面 観 に お け る ス トロ ー ク の 分 類 (図3)
下 顎 中 切 歯 点 (MKGトラ ン ス デ ュ ー サ を 接 着 した 部 位 )の軌 跡 に
関 して 、 図 3に示 す よ う に 、 中 心 咬 合 位 か ら 2 mm下方 に ス ラ イ ス レ
ベ ル を 設 定 し、 下 顎 中 切 歯 点 が 上 方 か ら下 方 へ お よ び 下 方 か ら上 方
へ 横 切 る時 刻 点 を そ れ ぞ れ COoutおよ び COinとし 、 そ の 時 の 下 顎 中
切 歯 点 の 側 方 座 標 値 を そ れ ぞ れ COoutLatおよ び COinLatとした 。
COoutLatがCOinLatよ り も リト咀 疇 allよ り に あ る 場 合 を media■―out
typeス ト ロ ー  ク (以~下 、 moス ト ロ ー  ク と記 す ) と し、 C00utLatが
COinLatよ り も咀 疇 1則 よ り に あ る場 合 を ■atera■―out typeス ト ロ ー
ク (以下 、 ■oス トロ ー ク と記 す)とした 。 な お 、 精 度 が 0。■6mmまで
補 償 さ れ て t ヽる の で 、 COoutLatとCOinLatが一 致 す る確 率 は メト常 に
低 い 。 しか し一 致 す る場 合 も考 え られ る の で 、 こ の 場 合 便 宜 上 moス
トロ ー ク に 含 め た 。 こ こ で 、 符 号 に 関 して 、 上 → 下 方 向 お よ び 非 咀
噌 側 → 咀 曙 側 方 向 を 負 の 方 向 と定 め た 。 各 被 検 者 の 各 側 に つ い て 、
moストロ ー ク の 占 め る百 分 率 をmoストロ ー ク発 現 率 (%)として 求
め 、 対 照 群 と患 者 群 の 比 較 、 各 群 内 の 左 右 間 あ る い は 裂 側 非 裂 側 間
の 比 較 を 統 計 学 的 に 行 っ た 。
患 者 群 内 に お い て 、moストロ ー ク発 現 率 と対 照 群 (ある い は 標 準
値 )と有 意 の 差 を 認 め た 形 態 分 析 値 と の 関 係 を 調 べ る た め に 、 こ れ
ら の 相 関 を 裂 側 と非 裂 側 に 分 け て そ れ ぞ れ 求 め た 。
患 者 群 の 片 側 臼 歯 部 に お い て 、 現 存 す る片 側 自 歯 全 て が ULB歯あ
る い は UBL歯か ら 成 る も の を 、 そ れ ぞ れ ULB群あ る い はUBL群、 そ の
両 者 が 混 在 す る も の をMx群の 3小群 に 分 割 した 。 そ して 、 対 照 群 と
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●患 者 各 小 群 の 比 較 を 統 計 学 的 に 行 った 。
全 て の 被 検 者 に お い て 、 各 グ ミゼ リー の 片 側 臼 歯 部 咀 曙 の 第 6ス
トロ ー ク ロ か ら第 20ストロ ー ク ロ ま で の ■5ス トロ ー ク に つ い て 、mo
ス トロ ー ク と ■oス トロ ー ク の 2つに 分 類 し、 各 ス トロ ー ク別 に 下 顎
運 動 と筋 電 図 に 関 す る解 析 を 行 っ た 。
3-2-3)下顎 運 動 の 解 析 方 法
高 田 ら の 報 告 44)に従 っ て 、 以 下 の パ ラ メ ー タ を 設 定 した 。 MOPを
下 顎 中 切 歯 点 が 咀 疇 運 動 時 の 最 大 開 口 を 示 す 時 刻 点 と し 、 添 字 の k
は 各 被 検 者 の k回目 の 咀 疇 ス トロー ク と した 。
ま ず 、 時 間 的 計 測 項 目 に つ い て 、 開 □ 相 時 間 と はMOPk時刻 よ り
COoutx時刻 を ひ い た 時 間 で あ る 。 閉 口 相 時 間 と は COink時刻 よ り
MOPk時刻 を ひ い た 時 間 で あ る 。 咬 合 相 時 間 と はCOoutk+.時刻 よ り
COink時刻 を ひ い た 時 間 で あ る 。 咀 曙 サ イ ク ル と は COoutk+.時刻 よ
りC00utk時刻 を ひ い た 時 間 で あ る 。
次 に 空 間 座 標 値 と速 度 に つ い て 、 中 心 咬 合 位 を 原 点 と して 、 これ
よ り 下 方 に 2 mmと5111111開、 閉 回 した 時 の 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標
値 と速 度 、 お よ びMOPの空 間 座 標 値 を 側 方 (Lat)、前 後 (A/P)、垂 直
方 向 (Ver)の各 成 分 に分 け て 求 め た 。 速 度 に 関 して は 3成分 の 合 力
(TOta■)も求 め た 。 負 の 方 向 に 関 して は 、 垂 直 方 向 で は 上 → 下 方
向 、 側 方 方 向 で は 非 咀 曙 側 → 咀 噌 側 の 方 向 お よ び 前 後 方 向 で は 前 →
後 方 向 と定 め た 。 こ こ で 用 語 に 関 して 、 COout2111111とC00ut5mmは、 中
心 咬 合 位 よ り2mmと5111111下方 の 位 置 を 表 して お り 、 こ の 後 に 続 くLat、
A/Pおよ びVerの記 載 は 、 そ の 垂 直 的 な 位 置 に お け る側 方 、 前 後 お よ
び 垂 直 方 向 の 空 間 座 標 値 を 表 す も の と した 。 ま た 、MOPに続 く記 載
も同 じ意 味 を 表 す も の と した 。 上 記 下 顎 運 動 パ ラ メ ー タ に 関 して 、
対 照 群 と患 者 各 小 群 間 お よ び 各 群 内 の H」咀 疇 とSJ咀曙 間 の 比 較 を 統
計 学 的 に行 っ た 。
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●3-2-4)筋電 図 の 解 析 方 法
高 田 ら の 報 告 44)に従 って 、 以 下 の パ ラ メ ー タ を 設 定 し た 。 ピ ー
ク電 位 (μV)とは 、 各 咀 噌 ス トロ ー ク の 最 大 筋 電 位 (μV)であ る 。
開 始 時 刻 (ms)とは 、 C00ut時刻 か ら筋 放 電 開 始 時 刻 ま で の 時 間 で
あ る 。 こ こ で 筋 放 電 開 始 時 刻 は 以 下 の よ う に して 求 め た 。 時 間 軸 を
正 規 化 した 咀 曙 ス トF―ク を 構 成 す る 73の時 刻 点 (デー タ ポ イ ン ト)
の 電 位 の う ち 、 最 小 値 よ り昇 順 に 20点を 求 め 、 そ の 平 均 電 位 と標 準
偏 差 を 求 め た 。 平 均 電 位 +3S.D。以 上 の 値 が 、 5デー タ ポ イ ン ト以 上
続 く時 の 、 最 初 の 平 均 電 位 を 示 す 時 刻 を 、 筋 放 電 開 始 時 刻 と定 め た 。
ピー ク 時 刻 (ms)とは 、 C00ut時刻 か ら ピー ク 電 位 を 示 す 時 刻 ま で
の 時 間 で あ る 。 終 了 時 刻 (ms)とは 、 C00ut時刻 か ら筋 放 電 終 了 時
刻 ま で の 時 間 で あ る 。 筋 放 電 終 了 時 刻 と は 、 ピー ク電 位 を 示 す 時 刻
よ り後 の 時 刻 で 、 筋 放 電 開 始 時 刻 の 決 定 に 用 い た 平 均 電 位 +3S.D.
以 下 の 値 を 示 す デ ー タ ポ イ ン トが 2ポイ ン ト以 上 続 く時 の 最 初 の
デ ー タ ポ イ ン ト時 刻 と定 め た 。 持 続 時 間 (ms)とは 、 筋 放 電 終 了 時
刻 よ り筋 放 電 開 始 時 刻 を 引 い た 時 間 で あ る。 こ こ で 、 用 語 に 関 して 、
咀 疇 側 の 側 頭 筋 後 部 を 工psiPT、非 咀 曙 側 の 同 筋 を ContraPT、咀 噌 側
の 下 唇 部 回 輪 筋 を 工psiO工、 非 咀 嗜 側 の 同 筋 を ContraO工と記 した 。 上
記 筋 電 図 パ ラ メ ー タ に 関 して 、 対 照 群 と患 者 各 小 群 間 、 各 群 内 の 各
筋 肉 に お け る 咀 嗜 側 と非 咀 噌 側 間 な ら び に 各 群 内 の H」咀 疇 とSJ咀曙
間 の 比 較 を 統 計 学 的 に 行 った 。 な お 、 絶 対 電 圧 の 比 較 に 関 して は 、
群 間 の ば らつ き が 群 内 の ば らつ き を 超 え た 差 が 統 計 学 的 に 認 め られ
た 場 合 、 有 意 の 差 が あ る と した 。
下 顎 運 動 と筋 電 図 に 関 す る 図 に つ い て 、 被 検 者 間 に お け る 下 顎 運
動 と筋 電 図 パ タ ー ン の 定 性 的 な 観 察 や 、 被 検 者 内 で の 時 間 幅 の 異 な
る 咀 曙 ス トロ ー ク の 比 較 を 可 能 とす る た め に 、 時 間 軸 の 正 規 化 を 以
下 の 手 順 で 自動 的 に 行 っ た 44)。各 咀 疇 ス トロ ー ク を 開 口 相 、 閉 口
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●相 、 咬 合 相 の 3相に 分 け 、 各 相 を 24の時 間 セ グ メ ン トに 分 割 し、 各
セ グ メ ン トの 下 顎 中 切 歯 点 の 平 均 変 位 量 お よ び 平 均 筋 電 位 を 求 め た 。
こ れ を 各 等 分 点 の 時 刻 に 対 応 す る変 位 量 お よ び 電 位 と して 、 各 被 検
者 の 片 側 臼 歯 部 咀 嗜 デ ー タ に つ い て 、 下 顎 中 切 歯 点 の 変 位 量 と筋 電
位 の 平 均 と標 準 偏 差 を 求 め た 。 そ して 各 群 に つ い て 、 平 均 下 顎 運 動
パ タ ー ン と平 均 筋 電 図 パ タ ー ン を そ れ ぞ れ 求 め た 。
3-3)咀噌 回 数 と 咀 疇 時 間 の 記 録 方 法 な ら び に 評 価 方 法
各 被 検 者 に 、 H」とSJをそ れ ぞ れ 1個ず つ 、 咀 疇 側 を 規 定 せ ず に 自
由 に 咀 曙 さ せ た (以下 、 自 由 咀 疇 と記 す )。 自 由 咀 疇 の 指 示 を 出 し
て か ら グ ミゼ リー 1個を 全 て 熙 下 し終 る (以下 、 最 終 鳴 下 と記 す )
ま で に 要 し た 咀 曙 回 数 と時 間 を 、 MKGでモ ニ タ ー しな が ら 3回計 測
した 。 こ こ で 、 自 由 咀 曙 の 途 中 で グ ミゼ リー を 少 量 熙 下 す る場 合 も
考 え られ る の で 、 あ らか じめ 全 て 鳴 下 し終 った ら左 手 を 挙 げ る よ う
に と の 指 示 を 出 し、 こ れ を 最 終 職 下 の 確 認 と して 用 い た 。
HJとS」の 最 終 熙 下 ま で に 要 した 咀 疇 回 数 と時 間 の 計 3回の 平 均 を
各 被 検 者 の 代 表 値 と して 、 対 照 群 と患 者 群 間 の 比 較 お よ び 各 群 内 の
HJ咀曙 とSJ咀曙 間 の 比 較 を 統 計 学 的 に 行 っ た 。 ま た 、 患 者 群 被 検 者
の 習 慣 性 咀 曙 側 を 有 した 20名に つ い て 、 習 慣 性 咀 曙 側 の 片 側 臼 歯 部
に 、 ULB歯を 1歯以 上 有 す る も の ■0名(ULB+Mx群)と、 UBL歯の み か
ら 成 る も の ■0名(UBL群)の2小群 に 分 割 して 、 対 照 群 と の 比 較 を 統
計 学 的 に 行 った 。
4.統計 解 析 方 法 (図4)
4-■)統計 処 理 に つ い て
ま ず は じめ に 、 全 て の デ ー タ あ る い は 差 の デ ー タ に 関 して 、 正 規
性 の 仮 定 が お け る か ど うか の 検 定 50,5■)を行 っ た 。 そ して 、 正 規 性
の 仮 定 が 棄 却 さ れ な か っ た 場 合 、 パ ラ メ ト リ ッ ク テ ス トを 行 い 、 棄
却 さ れ た 場 合 に は ノ ンパ ラ メ ト リ ッ ク テ ス トを 用 い た 。
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●有 意 水 準 α は 0.05に設 定 し、 確 率 (P)が0.05以上 の 場 合 を 有 意 で
な い と 判 断 し た 。 ま た 、 検 定 の 多 重 性 を 考 慮 し て 、 Bonferroni
Method52.53)を用 い た 。 こ の こ と か ら、 本 研 究 で は 患 者 群 を n個の
小 群 に 分 割 し た 場 合 に は 有 意 水 準 を 0.05/nとして 検 定 を 行 っ た 。
デ ー タ 表 示 に 関 して 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ な か っ た 場 合 に は平
均 と標 準 偏 差 を 表 示 し、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ た 場 合 に は 、 中 央
値 、 最 小 値 お よ び 最 大 値 を 表 示 した 。
最 後 に 、 各 群 内 の 片 側 臼 歯 部 咀 疇 デ ー タ に 関 して 、 右 側 と左 側 の
デ ー タ を 1つに ま と め る事 が 可 能 な の か ど うか を 調 べ る た め に 、 後
述 の 関 連 2群の 差 の 検 定 とKruska■―Wa■is testを行 っ た 。 左 右 間
に 差 が 認 め られ ず 、 被 検 者 内 の ば らつ き が 被 検 者 間 の ば らつ き よ り
も有 意 に 小 さ い 場 合 、 右 側 の デ ー タ を 各 被 検 者 の 代 表 値 と して 用 い
た 。
4-2)群内 の 比 較 に つ い て
患 者 群 内 に お い て 、 moストロー ク発 現 率 と形 態 分 析 値 と の 間 の 相
関 を 調 べ る場 合 、 両 者 と も正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 され な か っ た 場 合 に
は 、 Pearsonの相 関 係 数 (r)を計 算 し、 棄 却 さ れ た 場 合 に は Spear―
manの順 位 相 関 係 数 (rs)を計 算 した 。 各 群 内 の H」咀 曙 とSJ咀疇 間 、
咀 曙 側 非 咀 疇 側 間 、 左 右 側 間 お よ び 裂 側 非 裂 側 間 の 比 較 に 関 して 、
関 連 2群の 差 の 検 定 を 行 う場 合 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ な け れ ば 、
paired t testを用 tヽ 、 棄 去口さ れ た 場 合 に は Wi■coxon rank sum
testを行 っ た 。
4-3)群間 の 比 較 に つ い て
対 照 群 と患 者 群 あ る い は 患 者 各 小 群 と の 比 較 に 関 して 、 独 立 2群
の 差 の 検 定 を 行 う場 合 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ ず 計 測 値 が 間 隔 尺
度 で 表 さ れ 両 群 の 分 散 が 等 しい と仮 定 で き る場 合 Student t testを、
ま た 不 等 分 散 で あ る場 合 に はWe■ch t testをそ れ ぞ れ 用 い た 。 一 方 、
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●正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ た 場 合 は 、Mann―Whitney testを用 い た 5■)。
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■―■)正規 性 の 仮 定 に つ い て
moストロ ー ク発 現 率 で は 、 両 群 と も正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ た 。
下 顎 運 動 デ ー タ の 各 相 の 時 間 的 計 測 項 目 と空 間 座 標 値 で は 、 正 規 性
の 仮 定 が 棄 却 さ れ な か っ た が 、 速 度 に 関 して は 棄 却 さ れ た 。 筋 電 図
デ ー タ で は 、 両 群 と も ピー ク電 位 で 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ な か
っ た が 、 筋 電 図 の 時 間 的 計 測 項 目 に 関 して は 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却
さ れ た 。
■-2)被検 者 の 左 右 側 間 あ る い は 裂 側 非 裂 側 間 の 比 較 に つ い て
両 群 と も左 右 側 間 あ る い は 裂 側 非 裂 側 間 に 有 意 の 差 を 認 め ず 、 被
検 者 内 の ば らつ き が 被 検 者 間 の そ れ よ り も有 意 に 小 さ か っ た の で 、
対 照 群 で は 右 側 咀 嗜 の デ ー タ を そ の 個 人 の 代 表 値 と し、 患 者 群 と の
比 較 に 用 い た 。 患 者 群 の 場 合 も これ に 準 じた 。
■-3)moストロ ー ク発 現 率 に つ い て (表6,附表 I)
対 照 群 のmoストロ ー ク発 現 率 の 中 央 値 は 、 表 6に示 す よ う に 、 H」
咀 疇 で は 左 右 側 と も、 ■00%であ り、 SJ咀噌 で は 右 側 93%、左 側 97%で
あ っ た 。 患 者 群 の そ れ ら は 、 裂 側 の H」咀 曙 で 57%、SJ咀曙 で 46%、非
裂 側 の H」咀 噌 で 50%、SJ咀疇 で 33%であ っ た 。 患 者 群 は 裂 側 、 非 裂 側
と も に 、 対 照 群 と比 べ て 有 意 に小 さ な 値 を 示 した (P<0.000■)。
患 者 群 内 に お い て 、 対 照 群 (ある い は 標 準 値 )と有 意 の 差 を 認 め
た 形 態 分 析 値 のmoストロ ー ク発 現 率 (mO%)に対 す る 関 係 を 順 位 相 関
係 数 (rs)およ び 確 率 (P)で調 べ た と こ ろ 、 表 6の患 者 群 に つ い て
調 べ た 附 表 Iに示 す よ う に 、 両 グ ミゼ リー の 裂 側 あ る い は 非 裂 側 い
ず れ の 咀 曙 側 で も、 ULB歯数 と の 間 に有 意 の 正 の 相 関 が 、UBL歯数 と
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●の 間 に は 有 意 の 負 の 相 関 が そ れ ぞ れ 認 め られ た 。 しか し、 こ れ 以 外
の 項 目 に 関 して は 有 意 の 相 関 を 認 め な か っ た 。
moストロ ー ク発 現 率 と患 者 群 被 検 者 の 自 歯 部 の 動 的 な 咬 合 状 態 と
の 関 連 性 を 詳 細 に 調 べ た 結 果 は 、 表 と して 示 す こ と が で き な い の で 、
以 下 に 記 述 す る こ と とす る 。 同 一 片 側 臼 歯 部 に 、 対 照 群 と 同 じ接 触
関 係 を 示 す BL/bbのみ しか 存 在 しな い も の は 、 7咀曙 側 あ り 、 moス
トロ ー ク発 現 率 の 中 央 値 は H」咀 曙 で 93%、SJ咀曙 で 75%であ っ た 。 ま
た 、 交 叉 咬 合 を 呈 して い る が 、 咀 曙 時 に 加 わ る と考 え られ る 力 の 方
向 が BL/bbと同 一 方 向 で あ るBL/■bのみ を 示 した も の は 、 2咀曙 側 あ
り、 そ の 中 央 値 は 、 HJ咀噌 で 96%、S」咀 噌 で 88%であ っ た 。 一 方 、 交
叉 咬 合 を 呈 し 、 咀 曙 時 に 加 わ る と 考 え ら れ る 力 の 方 向 が BL/bbや
BL/■bとは 逆 で あ るBB/b■の み を 示 した も の は 9咀曙 側 あ り、 そ の 中
央 値 は 、 H」咀 嗜 で 20%、SJ咀曙 で 27%であ っ た 。 ま た 交 叉 咬 合 は 呈 し
て い な い が 、 咀 嗜 時 に 加 わ る と考 え られ る 力 の 方 向 が 、 BB/b■と 同
じ で あ る LB/blのみ を 示 した も の は 、 1咀曙 側 あ り両 グ ミゼ リー 咀
疇 と も0%であ っ た 。
患 者 群 のULB群は ■0咀曙 側 9名か ら成 り、moスト ロ ー ク 発 現 率 の
中 央 値 は 、 H」咀 曙 で 93%、SJ咀曙 で 88%であ り 、 対 照 群 と の 間 に 有 意
の 差 を 認 め な か っ た (HJ:P=0.094,S」:P=0。7548)。UBL群は ■3咀嗜 側 、
■■名 か ら成 り、 そ の 中 央 値 は 、 H」咀 噌 で 25%、SJ咀疇 で ■9%であ り、
対 照 群 と比 べ て 有 意 に 小 さ な 値 を 示 した (と も に 、 Pく0.000■)。 MX群
は 20咀曙 側 、 ■8名か ら成 り、 そ の 中 央 値 は 、 H」咀 疇 で 50%、 SJ咀曙
で 42%であ り、 対 照 群 と比 べ て 有 意 に 小 さ な 値 を 示 し た (と も に 、
P<0.000■)。 対 照 群 とULB群は 、 ほ とん どmoストロ ー ク を 示 し、UBL
群 は 、 ほ と ん ど ■oス トロ ー ク を 示 し て い た の で 、 こ れ 以 外 の ス ト
ロ ー ク に 関 して は 、 下 顎 運 動 と筋 電 図 の 解 析 は 行 わ な か っ た 。 こ こ
で mo、 ■o2種類 の ス トロ ー ク に つ い て 、 患 者 群 が 2つの 小 群 に 分
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●か れ た の で 、 こ れ ら の 小 群 に 関 す る統 計 学 的 比 較 の 検 定 で は 、 有 意
水 準 α を 0.025に設 定 した 。 こ こで 、 用 語 に 関 し て 、 Mx群に お い て
moスト ロ ー ク を 示 した も の をMxomo群と し、 ■oス トロ ー ク を 示 した
も の を Mx。■o群と表 わ す こ と と した 。
■-4)下顎 運 動 の 解 析 結 果
■-4-■)対照 群 と患 者 各 小 群 の 比 較 に つ い て (図5,表7, 8)
下 顎 運 動 の 時 間 的 計 測 項 目 に つ い て 、 表 7に示 す よ う に 、 全 て の
項 目 で 両 グ ミゼ リー 咀 噌 と も、 対 照 群 と患 者 群 の 全 て の 小 群 と の 間
に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。
下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 と速 度 に つ い て 、 表 7と表 8に示 す よ
う に 、 ULB群は 両 グ ミゼ リー 咀 曙 と も、 全 項 目 で 対 照 群 と の 間 に 有
意 の 差 を 認 め な か っ た 。
Mx.mo群で は 、 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 に つ い て 、 H」咀 曙 の 場
合 、 閉 回 時 に お い て 中 心 咬 合 位 よ り5mmと2mm下方 の 側 方 座 標 値 が 有
意 に 正 中 側 へ 、 最 大 開 □ 位 に お い て 前 後 座 標 値 が 有 意 に 前 方 へ 偏 位
して い た 。 S」咀 疇 の 場 合 、 こ れ に 加 え て 中 心 咬 合 位 よ り 5mm下方 の
前 後 座 標 値 が 有 意 に 前 方 へ 偏 位 して い た 。 下 顎 中 切 歯 点 の 速 度 に つ
い て 、 両 グ ミ ゼ リ ー 咀 噌 と も、 COout2mmA/P、COin5mmA/Pで対 照 群
よ り も有 意 に遅 い 値 を 示 した 。
Mx。■o群で は 、 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 に つ い て 、 両 グ ミ ゼ
リー 咀 曙 と も、 開 閉 回 時 の 中 心 咬 合 位 か ら2mmと5111111下方 の 側 方 座 標
値 が 対 照 群 と比 べ て 、 開 回 時 は有 意 に 咀 疇 側 の 側 方 よ り に 偏 位 し、
閉 口 時 は 有 意 に正 中 側 よ り に 偏 位 して い た 。 HJ咀曙 で は 、 開 口 時 の
中 心 咬 合 位 よ り 5mm下方 と最 大 開 □ 位 に お い て 前 後 座 標 値 が 有 意 に
前 方 へ 偏 位 し、 S」咀 噌 で は 閉 口 時 の 中 心 咬 合 位 よ り2mm下方 と 開 閉
□ 時 の 5mm下方 の 前 後 座 標 値 が 、 対 照 群 よ り も有 意 に 前 方 へ 偏 位 し
て い た 。 下 顎 中 切 歯 点 の 速 度 に つ い て 、 HJ咀曙 で は COin2mmLatと
●
●
●
■7
●COin5mmA/Pで、 SJ咀曙 で はCOin2mmLat、 COin5mmLat、 COin5mmA/P、
COout2mmA/P、C00ut5mmA/Pで対 照 群 よ り も有 意 に 遅 い 値 を 示 した 。
UBL群で は 、 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 に つ い て 、 両 グ ミゼ リー
咀 曙 と も、 Mx.■o群と 同 様 の 結 果 が 得 られ た 。 下 顎 中 切 歯 点 の 速 度
:こ つ tヽて 、 HJ咀疇 で は COin2mmLat、 COin5mmLat、 COout2mmA/P、
COin5mmA/Pで、 SJ咀疇 で は これ に 加 え てCOout5mmLatで対 照 群 よ り
も有 意 に 遅 い 値 を 示 した 。
以 上 よ り 、 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 と速 度 に つ い て 、 対 照 群 と
ULB群と の 間 に は 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。 しか しUBL群は 対 照 群 と
大 き く異 な り、MX群はULB群とUBL群の 中 間 形 を 示 して い た 。
■-4-2)H」咀 噌 とSJ咀疇 の 比 較 に つ い て (附表 工工、 工工工)
下 顎 運 動 の 時 間 的 計 測 項 目 に つ い て 、 表 7のH」咀 曙 とSJ咀疇 の 比
較 を 行 っ た 結 果 を 附 表 Hに示 す 。 対 照 群 、ULB群、Mx.mo群で は 、 H」
咀 曙 の 閉 □ 相 時 間 と咀 曙 サ イ ク ル 時 間 は S」咀 疇 の そ れ ら と比 べ て 有
意 に 長 い 値 を 示 した 。 一 方 、 Mx.■o群とUBL群で は 、 H」咀 疇 の 閉 □ 相
時 間 の み 、 SJ咀曙 の そ れ よ り も有 意 に 長 い 値 を 示 した 。
下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 に つ い て 、 対 照 群 とULB群で は 、 附 表
Hに示 す よ う に 、 ⅡJ咀疇 の 場 合 、 S」咀 曙 に比 し、 開 口 時 の 中 心 咬 合
位 か ら2mmと5mm下方 の 側 方 座 標 値 が 有 意 に 非 咀 曙 側 よ り に 偏 位 し、
閉 □ 時 の そ れ ら は 有 意 に 咀 曙 側 よ り に偏 位 して い た 。 速 度 に つ い て 、
表 8のH」咀 疇 とSJ咀曙 の 比 較 を 行 っ た 結 果 を 附 表 工Hに示 す 。 対 照
群 で は 、 H」咀 曙 の 全 方 向 の 速 度 が SJ咀噌 の そ れ ら よ り も有 意 に 低 下
して い た が 、 ULB群で はA/P方向 の 速 度 が H」咀 嗜 とSJ咀曙 間 で 有 意 の
差 を 認 め な か った 以 外 は 、 H」咀 噌 の 速 度 が SJ咀曙 の そ れ ら よ り も有
意 に 低 下 して い た 。
Mx.mo群、 Mx.■o群、 UBL群で は 、 下 顎 中 切 歯 点 の 空 間 座 標 値 の 全
て の 項 目 で 、 H」咀 噌 とSJ咀疇 間 に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。 速 度 に
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●つ い て は 、 閉 口 時 の 中 心 咬 合 位 よ り5mmと2mm下方 の 位 置 で 、 垂 直 方
向 の 速 度 と 3成分 の 速 度 の 合 力 に お い て 、 HJ咀疇 の 速 度 が S」咀 曙 の
そ れ ら よ り も有 意 に 遅 か っ た 。 開 口 時 に 関 して は 、Mxomo群とUBL群
で 閉 口 時 と 同 様 の 結 果 を 得 た 。
■-5)筋電 図 の 解 析 結 果
■-5-■)対照 群 と患 者 各 小 群 と の 比 較 に つ い て (図6,表9)
ULB群とMx.mo群で は 、 表 9に示 す よ う に 、 両 グ ミゼ リー 咀 疇 と も
全 項 目 で 対 照 群 と の 間 に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。 し か し 、 Mx。■0
群 で は 、 HJ咀疇 の 工psiPTの持 続 時 間 が 対 照 群 よ り も 有 意 に 短 く
(Pく0.025)、UBL群で は 、 両 グ ミゼ リー 咀 曙 と も 工psiPTのピー ク電 位
は 有 意 に 低 く (H」:P<0.005,SJ:P<0.025)、HJ咀曙 の 工psiPTの持 続 時
間 は 、 対 照 群 よ り も有 意 に 短 か った (Pく0.025)。
■-5-2)各筋 肉 の 咀 曙 側 と非 咀 噌 側 の 比 較 に つ い て (附表 工V)
表 9に示 した 筋 電 図 パ ラ メ ー タ の 各 筋 肉 内 に お け る 咀 曙 側 と非 咀
噌 側 の 比 較 を 行 っ た 結 果 を 附 表 工Vに示 す 。
H」咀 曙 の 側 頭 筋 後 部 に 関 して は 、 附 表 IVに示 す よ う に 、 対 照 群 と
ULB群で は 、 工psiPTはContraPTより も開 始 、 ピー ク お よ び 終 了 時 刻
が 有 意 に 早 く、 持 続 時 間 は 有 意 に 長 い 値 を 示 した 。Mx.mo群で は 工p―
siPTの終 了 時 刻 が 有 意 に 早 い 値 を 示 し、 Mx.■o群で は 工psiPTのピー
ク電 位 が 有 意 に 低 い 値 を 示 した 。 UBL群で は 工psiPTの方 が ContraPT
よ り も ピー ク電 位 が 有 意 に 低 く持 続 時 間 が 有 意 に 短 い 値 を 示 した 。
す な わ ち 、Mx群はULB群とUBL群の 中 間 形 を 示 して い た 。
S」咀 曙 の 側 頭 筋 後 部 に 関 して は 、 対 照 群 とULB群で 、 工psiPTの開
始 時 刻 が ContraPTのそ れ よ り も有 意 に早 い 値 を 示 し、 対 照 群 で は こ
れ に 加 え て ContraPTのピー ク電 位 が 有 意 に 低 い 値 を 示 した 。 一 方 、
MX.mo群、 Mx.■o群、 UBL群で は 、 全 て の 項 目 で 有 意 の 差 を 認 め な か
っ た 。                        ・
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●下 唇 部 □ 輪 筋 に 関 して は 、 全 て の 群 に お い て 両 グ ミゼ リー 咀 曙 と
も 、 工ps10工の ピ ー ク電 位 が ContaOIより も有 意 に 高 い 値 を 示 した 。
そ の 他 の 計 測 項 目 に つ い て は 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。
■-5-3)H」咀 噌 とSJ咀曙 の 比 較 に つ い て (附表 V)
表 9に示 した 筋 電 図 パ ラ メ ー タ のHJ咀噛 と S」咀 噌 の 比 較 を 行 っ た
結 果 を 附 表 Vに示 す 。
側 頭 筋 後 部 に 関 して 、 附 表 Vに示 す よ う に 、 対 照 群 とULB群で は
両 側 PTともH」咀 噌 の 方 が SJ咀噌 よ り も ピー ク電 位 が 有 意 に 高 く終 了
時 刻 が 有 意 に遅 く、 持 続 時 間 が 有 意 に 長 か っ た 。Mxomo群で は 、 工p―
siPTでULB群と 同 様 の 結 果 が 得 られ た が 、 ContraPTにお い て は 、 H」
咀 疇 の 方 が S」咀 曙 よ り も終 了 時 刻 が 有 意 に 遅 く持 続 時 間 は 有 意 に長
か っ た 。 一 方 、 MX.■o群とUBL群で は 、 全 項 目 で 有 意 の 差 を 認 め な か
った 。
下 唇 部 回 輪 筋 に 関 して は 、 全 て の 群 で HJ咀疇 とSJ咀曙 間 に 有 意 の
差 を 認 め な か った 。
2.自由 咀 疇 時 の 咀 曙 回 数 と咀 疇 時 間 の 解 析 結 果
両 群 と も右 す そ 広 が り の 分 布 型 を して い た の で 正 規 性 の 仮 定 は棄
却 さ れ た 。
2-■)対照 群 と患 者 群 の 比 較 に つ い て (表■0)
H」1個あ た り の 咀 曙 開 始 よ り最 終 熙 下 ま で に 要 した 咀 曙 回 数 と時
間 の 中 央 値 は 、 表 ■0に示 す よ う に 、 対 照 群 で 53回、 49秒で あ り 、 患
者 群 で は 、 そ れ ぞ れ 93回、 68秒で あ っ た 。 S」咀 疇 に 関 して は 、 対 照
群 で は 、 34回、 26秒で あ り、 患 者 群 で は 、 55回、 39秒で あ っ た 。 両
グ ミゼ リー 咀 噌 と も 、 患 者 群 の 咀 噌 回 数 と時 間 は 、 対 照 群 の そ れ ら
よ り も有 意 に 大 き な 値 を 示 した 。
2-2)H」咀 曙 とSJ咀曙 の 比 較 に つ い て
表 と して は示 して い な い が 、 両 群 と も、 H」咀 曙 に 要 した 咀 曙 回 数
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●と 時 間 の 方 が 、 SJ咀曙 の そ れ ら よ り も 有 意 に 大 き な 値 を 示 し た
(P<0.000■)。
2-3)対照 群 と 患 者 各 小 群 の 比 較 に つ い て (図7)
患 者 各 小 群 の 最 終 熙 下 ま で に 要 し た 咀 曙 回 数 と 時 間 に つ い て 、 患
者 各 小 群 の 分 布 が 偏 り の あ る 分 布 を 呈 し て お り 、 表 と し て 示 す に は
不 適 当 で あ る 。 そ こ で 、 各 小 群 の 各 被 検 者 の 分 布 を 図 7に示 し た 。
ULB+Mx群(n=■o)の中 央 値 (最小 値 ― 最 大 値 )は、 H」咀 曙 で 80(28-
■85)回と62(33-■70)秒で あ り 、 S」咀 疇 で は 52(23-■23)回と 36
(■7-95)秒で あ り 、 対 照 群 と の 間 に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た (そ
れ ぞ れ 、 P=0。■933, P〓0。■547, P=0。28■2, P〓0。■082)。 UBL群 (n=■o)
で は 、 H」咀 疇 で ■0■ (75-4■0)回と93(57-299)秒で あ り 、 SJ咀疇
で は 78(23-26■)回と57(■7-■69)秒で あ り 、 対 照 群 と 比 べ て 有 意
に 大 き な 値 を 示 し た (それ ぞ れ 、 P=0.0044,P=0.00■■,P〓0.o204,
P=0.0■■0)。
考 察
■.研究 方 法 に つ い て
本 研 究 で 採 用 した 方 法 は 、 そ の ほ と ん ど が 過 去 に 用 い られ た も の
で あ る が 、 そ の う ち 本 研 究 で 初 め て 採 用 した 方 法 が 2つあ る 。 そ の
1つは 、 自 歯 部 の 動 的 な 咬 合 状 態 を 検 討 の 対 象 と して 方 法 に 加 え た
こ と で あ る 。 患 者 群 の 上 顎 自 歯 の ほ と ん ど に お い て 、 頼 側 あ る い は
舌 側 の 咬 頭 斜 面 が 下 顎 臼 歯 と接 触 す れ ば 、 舌 側 あ る い は 頼 側 の そ れ
が 下 顎 臼 歯 と接 触 しな か った 。 そ の た め 、 咬 合 相 初 期 に 上 顎 自 歯 に
加 わ る 咀 噌 力 の 頼 舌 的 な 方 向 を 容 易 に 推 定 で き た 。 新 し く採 用 した
方 法 の 2つ目 は 、 前 頭 面 観 で のmoと■oス トロ ー ク の 分 類 を 検 討 の 対
象 と して 方 法 に 加 え た こ と で あ る 。 これ ま で に 、 前 頭 面 観 の 咀 疇 ス
トロ ー ク に つ い て 、 少 な く と も4つ以 上 の カ テ ゴ リー に 分 け る分 類
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●法 が 提 案 さ れ て き て い る・ 3,54,55)。しか し、 本 研 究 で は 咀 曙 運 動
の 中 の 側 方 運 動 に 焦 点 を 当 て 、 現 象 を 最 も単 純 化 さ せ る こ と を 目 的
と して 行 っ た 。
咀 噌 機 能 検 査 に 用 い られ る被 検 食 品 に 関 して 、 従 来 よ り様 々 な 食
品 が 用 い られ て き て い る が 、 咀 疇 運 動 の 再 現 性 を 考 え る と 、 咀 曙 中
に 性 状 が ほ とん ど変 化 しな い 食 品 で 、 規 格 化 の 可 能 な 製 品 が 望 ま し
い 。 そ の 点 ガ ム が 適 した 食 品 で あ る と考 え られ て い る 。 しか し、 ガ
ム 咀 噌 は 鳴 下 を 考 慮 しな い と い う欠 点 を 有 す る 。 本 研 究 で は 、 こ の
欠 点 を 補 う食 品 と して 、 硬 さ の み の 異 な る硬 軟 2種の グ ミゼ リー を
咀 噌 機 能 検 査 に 用 い た 。 本 グ ミゼ リー は 、 ガ ム と は 異 な り熙 下 の た
め に 、 噛 み 切 ら な け れ ば 細 か くで き な い 性 質 を もつ た め 、 自 由 咀 曙
時 の 最 終 熙 下 ま で に 要 した 咀 噌 回 数 と時 間 を 計 測 で き る利 点 が あ る 。
ま た 、 吸 水 性 が ほ と ん ど な く、 咀 噌 中 も硬 さ が ほ と ん ど変 化 しな い
食 品 と して 作 られ て い る 。 な お 、 本 グ ミゼ リー は 、 麦 芽 糖 な ど を 含
む た め 、 検 査 後 に は 十 分 な プ ラ ッ シ ン グ を 行 わ せ た 。
生 体 信 号 デ ー タ は 同 一 個 体 内 で は恒 常 性 が あ る と報 告 さ れ て い る
■3,40,56)。筋 電 位 33,45)ぉょ び 自 由 咀 曙 時 の 最 終 鳴 下 ま で に 要 し
た 咀 噌 回 数 と時 間 57～60)に関 して も同 様 の 報 告 が な さ れ て い る 。
唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 筋 電 図 に 関 す る時 間 的 計 測 項 目 に 関 して は 、 ば ら
つ き が 大 き い こ とが 報 告 さ れ て い る29,30)。しか し両 群 と も被 検 者
間 の ば らつ きが 被 検 者 内 の そ れ よ り も有 意 に 大 き な 値 を 示 して い た 。
こ の 事 か ら、 本 研 究 で 採 用 した 方 法 す な わ ち 各 試 行 の 平 均 を 個 人 の
代 表 値 とす る方 法 を 用 い る こ と で 、 再 現 性 の 高 い 実 験 が 行 え た と考
え ら れ る 。
被 検 筋 肉 に つ い て 、 本 研 究 は 咀 疇 時 の 下 顎 運 動 と の 関 連 性 に 着 目
した の で 、 最 も下 顎 の 側 方 運 動 に 関 連 性 の あ る側 頭 筋 後 部 を 選 択 し
た 。 咬 筋 に つ い て は 、 予 備 実 験 で 、 非 咀 曙 側 の 咬 筋 に お い て 、 ほ と
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●ん ど活 動 を 示 さ な い もの が 認 め られ 、 筋 活 動 の タ イ ミ ン グ の 差 を 調
べ る に は 本 研 究 で は 不 適 切 で あ る と判 断 した 。 日 輪 筋 に 関 して は 、
本 来 な ら裂 の 存 在 す る上 唇 部 口 輪 筋 を 採 得 す べ き で あ っ た と考 え ら
れ る が 、 予 備 実 験 を 行 っ た 結 果 、 患 者 群 で は 裂 部 の 療 痕 収 縮 の た め
に ノ イ ズ が の り、 正 し く筋 電 図 パ ラ メ ー タ を 計 算 す る こ と が 出 来 な
か っ た 。 そ こ で 上 唇 部 と対 に な って い る下 唇 部 □ 輪 筋 を 被 検 筋 肉 と
して 選 択 した 。
性 差 に 関 して 、 混 合 歯 列 後 期 の 児 童 は 、 歯 列 弓 の 大 き さ で 性 差 が
認 め ら れ ず 6■)、 平 成 2年度 学 校 保 健 統 計 調 査 報 告 書 に よ る と 、 身
長 、 体 重 に お い て 、 性 差 が 認 め られ な か っ た 。 ま た 、 咀 曙 機 能 に 関
して 過 去 に 男 女 差 を 認 め な い とす る考 え・ 3,33)が_般的 で あ る 。 こ
の 事 か ら、 本 研 究 で は こ の 時 期 の 年 齢 の 被 検 者 を 用 い た の で 、 男 女
混 合 デ ー タ を 用 い た 。 な お 、 予 備 実 験 で 各 群 内 に お い て 男 女 間 の 差
の 検 定 を 行 っ た が 、 性 差 を 認 め な か った 。
統 計 学 的 比 較 を 行 った 場 合 の 検 出 率 に 関 して 62)、被 検 者 数 は 両
群 そ れ ぞ れ 22、23名で あ る の で 、 独 立 2群の 差 の 検 定 で は 、 大 き な
差 を 検 出 す る (有意 差 d=0.80)場合 の 検 出 率 は 0。80～0.85とな っ た 。
しか し、 最 も被 検 者 数 の 少 な い 小 群 は 9名で あ る た め に 、 そ の 検 出
率 は 0。50とな っ た 。 こ の こ と か ら 、 本 研 究 で は 差 の な い 項 目 に 関 す
る解 釈 に は 極 力 注 意 を 払 っ た 。 ま た 、 関 連 2群の 差 の 検 定 を 加 え る
こ と で 検 出 率 の 低 さ を あ る程 度 補 え た と考 え られ る 。
正 規 性 の 検 定 に 関 して は 、 こ れ ま で 下 顎 運 動 と筋 電 図 デ ー タ に 関
して 配 慮 が な さ れ て い な か っ た 。 こ の 事 か ら 、 分 布 型 に 関 す る知 見
が 本 研 究 に よ り示 さ れ た 。
2.片側 自 歯 部 咀 曙 時 の 下 顎 運 動 お よ び 筋 電 図 デ ー タ に つ い て
下 顎 運 動 の 時 間 的 計 測 項 目 に 関 して 、 各 相 の 時 間 お よ び 咀 曙 サ イ
ク ル と も に 、 対 照 群 と患 者 群 の 全 て の 小 群 と の 間 に 有 意 の 差 を 認 め
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●な か っ た 。 こ れ は 、 自 歯 の 歯 根 膜 に 存 在 す る機 械 受 容 器 に 加 わ る頬
舌 的 な 方 向 に 関 す る 感 覚 入 力 が 異 な っ て い て も 、 脳 幹 部 に あ る
Centra■Rythm Cenerater(CRC)の出 力 は 、 修 飾 を 受 け な い 事 を 示 唆
す る も の で あ ろ う。 しか し、 H」咀 曙 とSJ咀曙 間 の 比 較 で 見 られ た よ
う に 、 歯 に 加 わ る 力 の 強 さ、 す な わ ち 食 物 の 物 理 的 な 硬 さ の 違 い が
CRGに影 響 を 及 ぼ す とす る所 見 (HJ咀曙 の 開 口 相 時 間 が S」咀 曙 の そ れ
よ り も有 意 に 長 か っ た )が得 られ た 。 こ の こ とか ら、 CRCは咀 噌 力 の
自 歯 へ の 頼 舌 的 な 方 向 に は影 響 さ れ な い が 、 自 歯 に 加 わ る 咀 曙 力 の
強 さ に よ っ て 影 響 を 受 け る事 が 示 唆 さ れ た 。
本 研 究 成 績 に よ り、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 の 前 頭 面 観 に お け る下 顎
運 動 パ タ ー ン は 、 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 と比 べ て 逆 方 向 を 示 す
ス トロ ー ク が 有 意 に 多 く認 め られ た 。 こ れ ま で 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂
児 の 下 顎 運 動 パ タ ー ン に 関 す る報 告 は な い が 、 成 人 に 関 して は 、 秀
島 30)が、 3名の 被 検 者 に 対 して 実 験 用 ク ラ ウ ン を 用 い て 被 蓋 を 変
化 さ せ る急 性 実 験 を 行 っ て い る 。 そ れ に よ る と 、 下 顎 運 動 パ タ ー ン
に つ い て 、 正 常 被 蓋 の 付 与 に よ りReverse型が 減 少 し、 Norma■型 の
増 加 が 認 め られ た と報 告 して い る 。 唇 顎 □ 蓋 裂 患 者 以 外 で は 、 宮 内
ら63)は、 自 歯 部 交 叉 咬 合 者 はNorma■型 の 出 現 率 が 低 か っ た と 報 告
し て い る 。 ま た 、 Prosche■and Hoffman64)は、 前 頭 面 観 の 下 顎 運
動 パ タ ー ン に 関 して 、 成 人 の ア ン グ ル Ⅲ 級 不 正 咬 合 者 は I級不 正 咬
合 者 と比 べ て 、 よ り幅 の 狭 い 咀 曙 ス トロ ー ク が 有 意 に 多 く認 め られ
た と報 告 し、 篠 田 65)は小 児 の 下 顎 前 突 者 で は 正 常 咬 合 者 と比 べ て 、
逆 ス トロ ー ク の 出 現 率 が 高 か っ た と報 告 して い る 。 こ れ ら の 報 告 は 、
交 叉 咬 合 や 反 対 咬 合 の 様 な 咬 合 異 常 が あ れ ば 、 下 顎 運 動 パ タ ー ンが
変 化 す る事 を 示 して い る 。 しか し、 こ れ ら の 報 告 は 自 歯 に 加 わ る咀
噌 力 の 方 向 に 関 す る検 討 は 行 っ て い な い の で 、 本 研 究 成 績 と 直 接 比
較 す る こ と は 出 来 な い 。
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●前 歯 部 の 関 与 に つ い て 、 全 て の 被 検 者 に お い て 、 前 歯 部 に 早 期 接
触 が 認 め ら れ ず 、 本 研 究 で は こ れ に 加 え 、 臼 歯 部 で 咀 疇 を 行 わ せ て
い る の で 、 前 歯 歯 根 膜 に 存 在 す る機 械 受 容 器 か ら の 感 覚 性 制 御 を 調
べ る こ と は で き な か っ た 。
下 顎 運 動 と咀 噌 筋 活 動 と の 関 連 性 に 関 して 、 全 て の 対 照 群 被 検 者
と一 部 の 患 者 群 被 検 者 に 見 られ る様 に 、 片 側 臼 歯 全 て に お い て 、 咀
曙 運 動 時 の 咬 合 相 初 期 に 、 上 顎 自 歯 に 舌 → 頼 方 向 の 力 が 、 ま た 下 顎
臼 歯 に 頼 → 舌 方 向 の 力 が 加 わ る場 合 、 閉 口 を 開 始 す る 時 刻 付 近 で 咀
曙 側 側 頭 筋 後 部 が 最 初 に筋 活 動 を 開 始 し、 こ れ に°遅 れ て 非 咀 疇 側 側
頭 筋 後 部 が 筋 活 動 を 開 始 した 。 そ の 下 顎 運 動 パ タ ー ン は 閉 回 路 が 開
回 路 よ り も咀 曙 側 よ り に 位 置 し、 グ ラ イ ン デ ィ ン グ パ タ ー ン を 示 し
た 。 ま た 、 硬 い 食 品 ほ ど咀 噌 側 の よ り側 方 か ら閉 日 して き た こ とか
ら、 日 歯 部 に こ の 様 な 方 向 の 咀 疇 力 が 加 わ る場 合 、 左 右 の 側 頭 筋 後
部 の 筋 活 動 量 と筋 活 動 の タ イ ミ ン グ を 調 節 して 、 咀 曙 側 の よ り側 方
か ら グ ミゼ リー の 切 断 が 行 え る様 に 、 す な わ ち生 体 が 利 用 で き る 咬
頭 斜 面 を で き る だ け 利 用 し、 よ り効 率 の 良 い 咀 疇 が 行 え る よ う に反
射 的 に 調 節 さ れ て い る も の と考 え られ る 。
一 方 、 一 部 の 患 者 群 被 検 者 に 見 られ る様 に 、 片 側 臼 歯 全 て に お い
て 、 咀 曙 運 動 時 の 咬 合 相 初 期 に 、 上 顎 自 歯 に頼 → 舌 方 向 の 力 が 、 ま
た 下 顎 臼 歯 に 舌 → 頼 方 向 の 力 が そ れ ぞ れ 加 わ る場 合 、 咀 噌 側 側 頭 筋
後 部 の_筋活 動 量 が 低 下 し、 両 側 の 側 頭 筋 後 部 は 閉 口 を 開 始 す る 時 刻
あ た りで ほ ぼ 同 時 に 筋 活 動 を 開 始 した 。 ま た HJ咀噌 とSJ咀曙 間 に お
い て 咀 噌 経 路 に 差 を 認 め な か っ た 。 そ の 下 顎 運 動 パ タ ー ン は 閉 回 路
が 開 回 路 よ り も非 咀 噌 側 よ り に 位 置 し、 チ ョ ッ ピ ン グ パ タ ー ン を 示
した 。 以 上 の こ と か ら、 自 歯 に 加 わ る 咀 噛 力 の 頼 舌 的 方 向 に よ っ て 、
下 顎 運 動 パ タ ー ンが 影 響 を 受 け る こ と が 示 唆 さ れ た6前後 的 変 位 量
に 関 して は 、 下 顎 中 切 歯 点 の 運 動 軌 跡 に お い て 、 一 部 の 患 者 群 被 検
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●者 で 、 前 方 へ の 偏 位 が 認 め られ た 。 こ れ は 前 歯 部 の 交 叉 咬 合 に 伴 う
下 顎 の 前 方 誘 導 に よ る も の で あ る こ と が 考 え られ る 。
3。 自 由 咀 曙 時 の 最 .終熙 下 ま で に要 した 咀 疇 回 数 と時 間 に つ い て
本 研 究 に よ り、 同 一 の 食 品 を 咀 曙 さ せ た 場 合 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂
児 の 方 が 、 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 よ り も多 くの 回 数 と長 い 時 間
を 要 す る結 果 が 得 られ た 。 ま た 、 患 者 群 の 中 で も特 に UBL群に お い
て 、 こ の よ う な 結 果 が 認 め られ た 。Kawamura and Nobuhara59)は、
単 一 の 食 品 を 用 い た 実 験 で 、 不 正 咬 合 者 で は 正 常 咬 合 者 と比 べ 、 よ
り 多 く の 咀 曙 回 数 と 時 間 を 要 す る と 報 告 し て お り 、 He■kimo et
a■.66)ぉょ び s■agter et a■.67)は、 咀 噌 能 率 の 低 い 者 は 、 咀 噌 回
数 と 時 間 を よ り多 く必 要 とす る こ と を 報 告 して い る 。 片 側 性 唇 顎 口
蓋 裂 児 の 咀 曙 能 率 に 関 して 、 山 本 27)はMan■yの方 法 57)を一 部 改 変
した 方 法 を 用 い た 実 験 で 、 健 常 児 よ り も咀 曙 能 率 が 有 意 に 低 か っ た
と報 告 して い る 。 こ の こ とか ら、 片 側 性 唇 顎 □ 蓋 裂 児 は 、 咬 合 相 初
期 に 上 顎 自 歯 に 加 わ る 咀 噌 力 の 頼 舌 的 な 方 向 が 頼 → 舌 方 向 を 示 した
場 合 、 咀 曙 機 能 の 低 下 の 一 因 に な って い る こ と が 本 研 究 に よ り示 唆
さ れ た 。 一 方 、 Dah■berg58)は咬 合 の 良 し悪 し に 関 わ り な く最 終 熙
下 ま で の 咀 曙 回 数 が 一 定 で あ る と報 告 して い る が 、 本 研 究 で は 、 こ
の 様 な 所 見 は認 め られ な か った 。 こ れ は 被 検 食 品 の 違 い と摂 取 量 の
違 い に 起 因 して い る も の と考 え られ る 。
4。 咬 合 状 態 と咀 噌 機 能 と の 関 連 性 に つ い て
本 研 究 で は 、 咀 疇 側 の 上 顎 臼 歯 全 て が 咬 合 相 初 期 に 舌 → 頼 方 向 の
咀 疇 力 を 受 け る場 合 ほ と ん どmoストロ ー ク を 示 し、 そ の 反 対 に 頼 →
舌 方 向 の 咀 曙 力 を 受 け る場 合 ほ と ん ど ■oス トロ ー ク を 示 し、 こ れ ら
2種類 の 上 顎 臼 歯 を そ れ ぞ れ 1歯以 上 含 む 場 合 moと■oス トロ ー ク が
そ れ ぞ れ ほ ぼ 50%の割 合 で 認 め られ た 。 こ れ ら の 結 果 に 加 え 、 本 研
究 で 用 い た 患 者 群 被 検 者 の な か で 、 歯 科 矯 正 治 療 の 完 了 した 被 検 者
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●は 1名しか い な か った が 、 そ のUBL群に 属 した 被 検 者 一 例 を 矯 正 治
療 に よ り、 ULBの接 触 関 係 を 有 す る良 好 な 咬 合 関 係 に 改 善 さ せ る と 、
H」咀 噌 の moスト ロ ー ク発 現 率 が 36.4%から■00%に増 加 した 症 例 の 観
察 か ら 、 咬 合 相 初 期 に 自 歯 に 加 わ る咀 曙 力 の 頼 舌 的 な 方 向 が 、 下 顎
運 動 パ タ ー ン に 影 響 を 及 ぼ す こ とが 本 研 究 に よ り明 らか と な っ た 。
ま た 、 咀 疇 力 の 頼 舌 的 な 方 向 が 、 側 頭 筋 後 部 の 筋 活 動 パ タ ー ン お よ
び 自 由 咀 曙 時 の 最 終 鳴 下 ま で に要 す る咀 曙 回 数 と時 間 に 影 響 を 及 ぼ
した と い う所 見 か ら、 自 歯 か らの 感 覚 性 制 御 に よ り、 側 頭 筋 後 部 の
筋 活 動 パ タ ー ン を 変 化 さ せ 、 お そ ら く こ う した こ と が 大 き く反 映 さ
れ て 、 下 顎 運 動 パ タ ー ン を 変 化 させ 、 そ の 結 果 自 由 咀 嗜 を さ せ た 時
の 最 終 熙 下 ま で に 要 す る 咀 噌 回 数 と時 間 に 影 響 を 及 ぼ して い る こ と
が 、 本 研 究 に よ り示 唆 さ れ た 。
以 上 の こ と か ら、 唇 顎 □ 蓋 裂 児 の 咀 曙 機 能 の 低 下 は 、 本 患 者 に 特
有 の も の で は な く、 自 歯 部 の 動 的 な 咬 合 接 触 関 係 の 異 常 に よ る も の
で あ り 、 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 に 見 られ る よ う に 、 食 品 の 硬 さ
に 応 じた 咀 噌 が 行 え る状 態 を 確 保 す る た め に は 、 矯 正 治 療 な ど に よ
る 日 歯 部 の 咬 合 状 態 の 積 極 的 な 改 善 が 必 要 で あ る こ と が 本 研 究 に よ
り強 く示 唆 さ れ た 。
結 論
混 合 歯 列 後 期 の 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 22名と 口 唇 と 口 蓋 の 形
成 手 術 を 受 け た 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 23名を 被 検 者 と して 、 硬 軟 2種
の グ ミゼ リー を 咀 曙 さ せ た 時 の 下 顎 運 動 と側 頭 筋 後 部 と下 唇 部 口 輪
筋 の 筋 電 図 お よ び 自 由 咀 噌 時 の 最 終 鳴 下 ま で に 要 した 咀 疇 回 数 と時
間 を 調 べ た 結 果 、 以 下 の 結 論 を 得 た 。
■.良好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 は 、 咬 合 相 初 期 に 上 顎 臼 歯 に 加 わ る
と推 定 され る 咀 噌 力 の 水 平 成 分 が 全 て 舌 → 頼 方 向 を 示 し、 咀 疇 側 側
●
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●頭 筋 後 部 が 非 咀 曙 側 の そ れ よ り も早 く筋 活 動 を 開 始 した 。 典 型 的 な
下 顎 運 動 パ タ ー ン は 、 閉 回 路 が 開 回 路 よ り も咀 曙 側 よ り に 位 置 し、
グ ラ イ ン デ ィ ン グ ス トロ ー ク を 示 した 。 ま た 、 硬 い タ イ プ の グ ミゼ
リー 咀 曙 の 方 が 軟 らか い タ イ プ の グ ミゼ リー 咀 曙 よ り も、 前 頭 面 観
に お い て 、 よ り幅 の 広 い ス トロ ー ク を 示 した 。
2.片側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 で は 、 咬 合 相 初 期 に 咀 曙 力 の 水 平 成 分 が 頼
→ 舌 方 向 を 示 す 上 顎 自 歯 が 健 常 児 よ り も有 意 に 多 く認 め られ 、 こ の
場 合 、 両 側 の 側 頭 筋 後 部 の 筋 活 動 開 始 時 刻 間 に 差 が 認 め られ ず 、 健
常 児 と比 べ て 咀 曙 側 側 頭 筋 後 部 の ピー ク電 位 は 低 い 値 を 示 した 。 さ
ら に 特 異 的 な 下 顎 運 動 パ タ ー ン は 、 閉 回 路 が 開 回 路 よ り も非 咀 曙 側
よ り に 位 置 し、 チ ョ ッ ピ ン グ ス トロー ク を 示 した 。 ま た 、 閉 回 路 の
中 心 咬 合 位 付 近 の 側 方 変 位 量 は 小 さ く速 度 も低 下 して い た 。
3。 下 唇 部 口 輪 筋 の 筋 活 動 に 関 して は 、 健 常 児 と 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂
児 と の 間 に 有 意 の 差 を 認 め な か っ た 。
4.咀噛 側 の 上 顎 臼 歯 全 て に お い て 、 咬 合 相 初 期 に 加 わ る と推 定 さ
れ る 咀 曙 力 の 水 平 成 分 が 頼 → 舌 方 向 を 示 す 場 合 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂
児 は 良 好 な 咬 合 を 有 す る健 常 児 と比 べ て 、 グ ミゼ リー を 自 由 に 咀 曙
さ せ た 時 、 最 終 熙 下 ま で に よ り多 くの 咀 疇 回 数 と時 間 を 要 した 。
以 上 よ り 、 本 研 究 に お け る唇 顎 口 蓋 裂 児 の 咀 疇 機 能 の 低 下 は 、 咀
曙 時 に お け る 自 歯 部 へ の 頼 舌 的 な 咬 合 接 触 関 係 の 違 い に よ る も の で
あ る こ と が 示 さ れ 、 歯 科 矯 正 治 療 に よ る 自 歯 部 の 正 常 な 咬 合 関 係 へ
の 改 善 の 必 要 性 が 本 研 究 に よ り強 く示 唆 さ れ た 。
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工nf■uence of occ■usa■ ontacts
function ■n preado■escents w■
■lp and pa■ate.
dur■ng chew■ng on masticatory
th repa■red un■■atera■ c■eft
●
●
Shouichi MttYAWAKI
Department of Orthodontics, Osaka Un■vers■ty Facu■ty of Den―
tistry
■-8 Yamadaoka, Su■t Osaka 565, 」apan
Key wOrds: un■■atera■ c■eft ■ip and pa■ate, occ■usa con―
tacts, jaw movement, e■ectromyography, swa■■owing thresho■d
The purpose of this study was to investigate possib■e
■nf■uence of occ■usa■ ontacts dur■ng chew■ng on masticatory
function. Twenty―t o preado■scents w■th acceptab■e good oc―
c■us■on and  twenty―three preado■escents w■th repa■red
unl■atera■ c■eft ■ip and pa■ate were se■ected for contro■
and test groups, respective■y. Each subject performed
uni■atera■ chewing of hard (HJ)and SOft (SJ)gummy je■■ies,
and jaw movement and musc■e activity of posterior part of
tempora■is musc■e and infer■or orbicu■ar■s or■s musc■e were
samp■ed at 2 KHzo The subjects a■so chewed a H」 and a SJ
free■y, and swa■■o ing thresho■d and the e■aps  of time un―
til fina■ swa■ow were measured for each subject. Direction
of horizonta■ component (HC)of chewing force in the ear■y
■ntercuspa■ phase was ■nferred for each upper poster■or
tooth by author's carefu■ observation。
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●The contro■ group  judged tO have ■inguo―bucca■ direc―
tion of Hc revea■ed a■most ■oo% incidence of mo (regu■ar)
strokes. The test group judged to have bucco―■ingua■ direc―
tion of Hc showed ■ower incidence of mO (regu■ar)strok s
(P<0.000■), Sma■■er ■atera■ jaw disp■acement around the Co
position in the c■Osing phase (P<o.05)and ■ower peak
amp■itude of the ipsi■atera■ posterior tempora■is iusce ac―
tivity (Pくo.05)during uni■atera■ chewing. They a■so showed
■arger swa■■Owing thresho■d (P<o.05)and ■o ger e■apse of
time (P<0.05)unti■ fi a■ swa■■ow during free chewingo when
compared to the contro■ gr up, some of the test grOup whO
revealed ■inguo―bucca■ direction of Hc showed no significant
differences in the jaw mOvement and the EMG variab■es. The
resu■ts suggest that the masticatOry functiOn which con―
sisted of jaw movement, musc■e activity Of posterior part of
tempora■is musc■e and swa■■owing thresho■d was modified by
the direction of hOr■zonta■component of chew■ng fOrce to
the posterior teeth in the ear■y intercuspa■ phase.
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●脚 注
大 阪 大 学 歯 学 部 歯 科 矯 正 学 講 座 (主任 :作田 守 教 授 )
本 論 文 の 要 旨 は 、 第 1回ア ジ ア 太 平 洋 矯 正 歯 科 学 会 議 (平成 2年
10月、 大 阪 )、 第 49回ア メ リカ ロ 蓋 裂 学 会 大 会 (平成 4年3月、
ポ ー トラ ン ド)、 第 16回日本 国 蓋 裂 学 会 (平成 4年7月、 金 沢 )、
第 52回日本 歯 科 矯 正 学 学 術 大 会 (平成 5年11月、 鹿 児 島)およ
び 第 41回国 際 歯 科 研 究 学 会 日本 部 会 (平成 5年12月、 岡 山)に
お い て 発 表 した 。
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●図,表,附表 の 説 明
図 1:自歯 部 の 動 的 な 咬 合 状 態 の 分 類 。 右 側 上 下 顎 自 歯 の 前 頭 面 観
に お け る 咬 合 接 触 関 係 を 示 す 。 こ の 時 の 下 顎 位 は 側 方 誘 導 時 の 偏 心
位 の も の で あ る 。 表 記 法 に 関 して 、 大 文 字 で 書 か れ た は じめ の 文 字
Bある い は Lは、 上 顎 自 歯 の 頼 側 咬 頭 あ る い は 舌 側 咬 頭 を 表 し、 2
文 字 目 の Bある い は Lは、 頬 側 に 面 して い る斜 面 あ る い は 舌 側 に面
して い る斜 面 を そ れ ぞ れ 表 して い る。 小 文 字 で 書 か れ た 2文字 は 下
顎 自 歯 の そ れ ら を 表 して お り、 上 顎 臼 歯 と 同 様 、 初 め の 文 字 は 咬 頭
の 部 位 を 、 2文字 目 は 斜 面 の 部 位 を そ れ ぞ れ 表 して い る 。 水 平 方 向
に 描 か れ た 矢 印 は 、 咬 合 相 初 期 に 上 顎 自 歯 に 加 わ る 力 の 頬 舌 的 な 方
向 を 表 して お り、 そ の ベ ク トル の 水 平 成 分 が 舌 → 頼 方 向 で あ る上 顎
自 歯 をULB歯(上段 )、 頬 → 舌 方 向 で あ る も の を UBL歯(下段 )と表
した 。
図 2:咀噌 筋 活 動 と下 顎 運 動 の 記 録 お よ び 解 析 シ ス テ ム を 示 す プ ロ
ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム 。
図 3 : moス ト ロ ー ク (media■―out stroke)と■oス ト ロ ー ク (■atera■―
out stroke)につ い て 。 中 心 咬 合 位 か ら 211111下方 に ス ラ イ ス レ ベ ル を
設 定 し、 上 方 か ら下 方 へ 、 お よ び 下 方 か ら上 方 へ 横 切 る側 方 座 標 値
を そ れ ぞ れCOoutLat(●)およ びCOinLat(□)とし 、 COoutLatが
COinLatより も 非 咀 曙 側 よ り に あ る場 合 をmoストロ ー ク 、 そ の 逆 の
場 合 を ■oス トロ ー ク と した 。 な お 、 精 度 が 0.■6111111まで 補 償 さ れ て い
る の で 、 COoutLatとCOinLatが一 致 す る確 率 は 非 常 に 低 い が 一 致 す
る場 合 も考 え られ る の で 、 こ の 場 合 便 宜 上 moストロ ー ク に 含 め た 。
上 → 下 方 向 お よ び 非 咀 疇 側 → 咀 噌 側 方 向 を 負 の 方 向 と定 め た 。
図 4:本研 究 で 採 用 し た 統 計 解 析 方 法 。 全 計 測 デ ー タ お よ び 差 の
デ ー タ に つ い て 、 正 規 分 布 す る と い う帰 無 仮 説 が 採 択 さ れ た 場 合 に
は パ ラ メ ト リ ッ ク テ ス トを 用 い 、 棄 却 さ れ た 場 合 に は ノ ンパ ラ メ ト
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図 5:HJとS」の 片 側 自 歯 部 咀 噌 時 の 対 照 群 と患 者 各 小 群 の 平 均 下 顎
運 動 パ タ ー ン (前頭 面 観 と側 面 観 )。 中 心 咬 合 位 (CO)を原 点 (0,0)
と し、 1目盛 は l mmであ る。 上 → 下 方 向 、 非 咀 疇 側 → 咀 曙 側 方 向 お
よ び 前 → 後 方 向 を 負 の 方 向 と定 め た 。 な お 、 患 者 各 小 群 の 被 検 者 で
咀 曙 側 が 左 側 の も の は 、 側 方 座 標 値 の 符 号 を 逆 転 さ せ て 用 い た 。
図 6:HJとSJの片 側 臼 歯 部 咀 曙 時 の 対 照 群 と患 者 各 小 群 の 平 均 筋 電
図 パ タ ー ン。 工psiPT:咀噌 側 側 頭 筋 後 部 ,ContraPT:非咀 曙 側 側 頭 筋
後 部 ,工ps101:咀噌 側 下 唇 部 口 輪 筋 ,ContraO工:非咀 曙 側 下 唇 部 口輪
筋 ,縦軸 :絶対 電 圧 (μ V)(■目 盛 :■Oμ V),横軸 :正規 化 時 間 軸 (
COout■か らMOP(最大 開 口 位 )まで を 開 口 相 (24ポイ ン ト)、 MOPか
らCOinまで を 開 口 相 (24ポイ ン ト)、 COinからCOout2まで を 咬 合 相
(24ポイ ン ト)の3相 (合計 72ポイ ン ト)に分 け られ て tヽ る 。 )
図 7:習性 性 咀 噌 側 を 有 した 患 者 各 小 群 の 咀 噌 開 始 よ り最 終 嘆 下 ま
で に 要 した 咀 疇 回 数 と時 間 。 ■ :ULB+Mx群(n=■o),□:UBL群(n=■o)
表 1:被検 者 の 概 要 。
表 2:被検 者 の 咬 合 状 態 。 調 査 成 績 に つ い て 正 規 性 の 検 定 を 行 っ た
結 果 、 正 規 性 の 仮 定 が 棄 却 さ れ た の で 、 各 調 査 項 目 に つ い て 中 央 値 、
最 小 値 お よ び 最 大 値 を 示 した 。 以 下 の 表 に 関 して も同 様 に 取 り扱 う
こ と と した 。
表 3:歯列 弓 の 大 き さ と 口 蓋 の 高 さ。
表 4:患者 群 の 側 面 位 頭 部 X線規 格 写 真 分 析 結 果 。 対 照 と して 、 大
阪 大 学 歯 学 部 矯 正 学 教 室 所 蔵 の デ ー タ38)(良好 な 咬 合 を 有 す る 健
常 児.20名の 経 年 的 資 料 )をも と に して 、 患 者 群 の 年 齢 (11歳4
カ 月 )と一 致 す る よ う に 線 形 補 間 した デ ー タ を 標 準 値 と して 用 い た 。
表 5:H」(硬い タ イ プ の グ ミゼ リー)とSJ(軟らか い タ イ プ の グ ミ
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表 6:片側 臼 歯 部 咀 曙 時 のmoストロ ー ク発 現 率 (%)。
表 7:片側 自 歯 部 咀 曙 時 の 下 顎 運 動 パ ラ メ ー タ (時間 的 計 測 項 目 と
空 間 座 標 値 )の対 照 群 と患 者 各 小 群 の 比 較 。Mx.mo群:Mx群でmoスト
ロ ー ク を 示 した も の ,Mx。■o群:Mx群で ■oス トロ ー ク を 示 した も の 患
者 群 がmOと■oの各 ス トロ ー ク に お い て そ れ ぞ れ 2つの 小 群 に 分 割 さ
れ た の で 、 有 意 水 準 を 0.025に設 定 した 。 以 下 の 表 に 関 して も同 様
に 取 り扱 う こ と と した 。
表 8:片側 臼 歯 部 咀 曙 時 の 下 顎 運 動 パ ラ メ ー タ (速度 )の対 照 群 と
患 者 各 小 群 の 比 較 。
表 9:片側 臼 歯 部 咀 曙 時 の 筋 電 図 パ ラ メ ー タ の 対 照 群 と患 者 各 小 群
の 比 較 。 工psiPT:咀噌 側 側 頭 筋 後 部 ,COntraPT:非咀 曙 側 側 頭 筋 後 部
,IpsiO工:咀曙 側 下 唇 部 口 輪 筋 ,ContraO工:非咀 疇 側 下 唇 部 回 輪 筋 。
表 ■0:自由 咀 疇 時 の 咀 曙 開 始 よ り最 終 鳴 下 ま で に 要 した 咀 疇 回 数 と
時 間 に お け る対 照 群 と患 者 群 の 比 較 。
附 表 I:表6に示 した 患 者 群 の 裂 側 咀 曙 と非 裂 側 咀 曙 に お い て 、 対
照 群 (ある い は 標 準 値 )と有 意 の 差 の 認 め られ た 形 態 分 析 値 のmoス
トロ ー ク発 現 率 に 対 す る関 係 を 表 した 順 位 相 関 係 数 (rs)とそ の 確 率
(P)。患 者 群 が 裂 側 咀 曙 と非 裂 側 咀 唱 の 2つに 分 割 さ れ て い る の で 、
有 意 水 準 を 0.025に設 定 した 。
附 表 H:表7に示 した 下 顎 運 動 パ ラ メ ー タ (時間 と空 間 座 標 値)の
H」咀 曙 とSJ咀噌 の 比 較 。 数 字 は 確 率 (P)を示 す 。
附 表 HI:表8に示 した 下 顎 運 動 パ ラ メ ー タ (速度 )のHJ咀曙 と S」
咀 嗜 の 比 較 。 数 字 は 確 率 (P)を示 す 。
附 表 工V:表9に示 した 筋 電 図 パ ラ メ ー タ の 各 筋 肉 内 に お け る 咀 曙 側
と非 咀 曙 側 の 比 較 。 数 字 は 確 率 (P)を示 す 。
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附 表 V:表9に示 した 筋 電 図 パ ラ メ ー タ の H」咀 疇 とSJ咀疇 の 比 較 。
数 字 は確 率 (P)を示 す 。
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表 1
対照群 患者群
特徴
数
年齢
身長事
体重8
習慣性咀颯側
良好な崚合を有する
健常児
22名
(男子6名0女子16名)
平均 11歳2カ月
(標準偏差 13カ月)
平均 141.0●■
(標準偏差 12.1●■)
平均 34。3Kg
(標準偏差 9.OKg)
右側 6名D左側 1名
有さない者 15名
形成手術を受けた
片側性唇顎口蓋裂児
・23名
(男子14名・女子9名)
平均 11歳4カ月
(標準偏差 15カ月)
平均 142.9cm
(標準偏差 9。8cm)
平彙り35.6Kg
(標準偏差 7。5Kg)
右側16名D左側4名
有さない者 3名
率:この年齢では、日本全国の平均32Dと本研究被検者において、性差が認めら
れなかったので男女混合デー タを用いた。
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表 2
下顎位 計測項目
対 照 群  (■〓22) 患者群 (■〓23)
部位  中央値 最小値最大値 部位 中央値 最小値最大値
崚合接触点数 (点)右側臼歯部 8
右側前歯部 2
左側臼歯部 8
左側前歯部 2
崚合接触歯数 (歯)右側臼歯部 3
右側前歯部 2
左側臼歯部 3
左側前歯部 2
交叉咬合歯数 (歯)右側臼歯部 0
右側前歯部 0
左側臼歯部 0
左側前歯部 0
右側臼歯部 3
左側臼歯部 3
右側臼歯部 0
左側臼歯部 0
裂側自歯部  3*ネ  1
裂側前歯部   1**  0
非裂側臼歯部 3**  1
非裂側前歯部  1ネ  0
裂側自歯部   1ホネ  1
裂側前歯部   1**  0
非裂側臼歯部 2*  1
非裂側前歯部  1*  0
裂側臼歯部  2**  0
裂側前歯部  2**  0
非裂側臼歯部  1*ネ  0
非裂側前歯部  2*率  0
裂側臼歯部  1*ネ  0
非裂側臼歯部  1**  0
裂側臼歯部  1**  0
非裂側臼歯部  1**  0
ULB歯数 (歯)
UBL歯数 (歯)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
8:Pく0。050  88:Pく0。001
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表3
計測項目
対照群(n〓22)
平均 標準偏差
実験群(n〓23)
平均 標準偏差
上顎
歯列弓長径(mm)
第1小自歯間幅径(mm)・第1大臼歯間幅径(mm)
口蓋高径(mm)
下顎
歯列弓長径(mm)
第1小自歯間幅径(mm)
第1大自歯間幅径(mm)
31。8
29。7
41。0
16.1
27。7
24。6
34。6
3.1
3。2
2。7
2。2
2.4
2。8
2。2
24。5** 6。2
24.2** 3。6
38。2*  4。8
9。5**  3。3
28.4   2。2
23.3   2.3
35.3   1。3
*:Pく0。05,   **:Pく0。001
●●●●
表 4
計測項目
標準値(大阪大学 )
平均 標準偏差
患者群 (h〓23)
平均 標準偏差
SN(mm)
∠SNA(dg)
Ptm‐A/PP(mm)
∠SNB(dg)
∠SNMP(dg)
GooA.(dg)
Go‐Mc(mm)
Ar‐Go(mm)
∠ANB(dg)
N‐Mc(mm)
OJ(mm)
OB(mm)
66.7
81。3
46。5
77.4
37。4
125。7
66.6
42.9
3.8
118。2
2。5
2。5
2。8
3。6
2.6
3。3
4。3
5。3
3。6
3。1
2。3
4。5
1。0
1。0
67.6
76。8*
44.0*
76.5
37。5
127。4
66。2
42.7
0。3*
117.8
‐3。4*
1。9
2。1
4。4
3.0
4.4
5。4
7。1
4。6
4。4
2。1
6。9
3。0
2。8
*Pく0。01
●●●●
表 5
構成成分
重量比(%)
HJ SJ
水飴
グラニュー糖
麦芽糖
45.3%ゼラチン溶液
濃縮オレンジ果汁
その他
25。09
25。09
25。09
11。31
5。97
7口45
20。79
20。79
20。79
26。51
4.95
7.17
●●●●
表 6
対
咀彗側
照  群  (■〓22)
中央値 最小値 最大値
患 者 群 (■=23)
咀鴫側 中央値 最小値最大値
HJ 右側
左側
100  73  100
100  86  100
裂側 57*
非裂側 50*
‐?
?
?
100
100
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
93
97
100
100
裂側 46*
非裂側 33*
0   93
0  100
8:Pく060001 単位:%
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表 7
下願運動バラメータ
対照群(■‐22)
平均 菫準口差
ULBヨF(■‐9)
平均 ■準■差
血 。■o群(■日13)
平均 標準鱚菫
Mx.lo群ぃ‐18)
平均 標準■差
UBLttca‐11)
平均  標準目菫
COounmmLImm)
COout5mmLImm)
MoPmmm)
COin5mmLatcmm)
COin2mmmmm)
COouCmmAP(mm)
COout5mmAP(mm)
MOPArP(mm)
COin5mmA/Pcmm)
COin2mmAP(lШn)
M酬 国饉calぃ)
SJ
時間的計測項目
I:;;〕戯 s)
空間座標値
COouめmmLImm)
∞ out5mmLImm)
MOPLumm)
COin5mmLat(mm)
COin2mml』I 口1)COouCmmAPcmm)
COout5mmAPcmm)
MOPArP(mm)
COin5mmAJPcmm)
COin2mmA/Pcmm)
MOPV面calcmm)
189
199
312
700
0.3  0.7
‐0.1   1.0
‐2.4   1.0
-3.1  0.8
‐2.0  0。7
0。4   0.9
‐0.9  2.1
‐6.8  2.8
‐1.7  2.0
‐0.3   1。1
‐13.4  2.7
‐0.2  0.8
-0.5  0.9
‐2.6   1。5
‐2.7  1.2
‐1.6  0。7
‐0.2   0.7
1¨.5   1.6
-7.3  2.9
‐2.3   1.9
-0.9  0.9
‐13.4  2.8
0.5   0.4
.2   0.6
‐2.7   0.9
‐2.3   1.2
‐1.1  1。3
0。7   0.6
0.3   1.8
‐4,3  5.4
‐0。9  2.3
‐0.2   1.1
‐14.8   3.7
162   45
176    16
273    90
612   126
0。0   0.4
‐0.5   0。8
‐3.4   1.4
‐ .0   0.8
‐0。9   1。0
0.2   1.2
-0。1   2.2
‐5。0  5.4
‐0。3   2.4
-0.2   1.1
-15.0   3.8
178
213
261
652
_1.0888 0.9
-1.588  1.2
-2.7   1.8
-0.7・88 1.2
_0。1888 0.8
0。7   1.2
0。7●   1.3
‐3.088  3.0
-0.3   1.1
‐0.1    1。0
‐13.3    3.6
-1.288 1.1
-1.888  1.5
‐2.9   2.4
‐0.8睾率8 1.2
-0.4888 0。
0.68   1.4
.0.38   2.4
‐3.9拿8  4.4
‐0.88   2.0
‐0.2   1.0
-14.3    4。0
_0.988  1.0
‐1.588  1.4
‐2.2   1.8
_0.1888 1.3
0.18880。7
0。7   1。0
0.5●   1.4
‐3.98   3.6
‐0.7   1.6
‐0。1    1.1
-13.9    3.2
194     43
180     30
279     61
654     76
_ .18  1.0
-1.7●    1.3
‐2.7   2.3
‐0.48■ 1.3
‐0.2888 0。7
0.688  0.7
0.2●8  1.2
‐4.68   2.9
‐0。9=    1.3- .3   0.7
‐15.0    3.0
??
?‐
??
?
?
??
??
?
?
?
?
?
??
??
??
?
?。
??
??
?‐
?
‐?
??
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
‐?
??
?‐
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?．
?。
??
‐?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?‐
??
?
?
?
?
0.2
‐0.1
‐2.8
‐1.2888
‐0.5888
0.7
0.4
‐3.788
‐0.6
0。3
-14.4
172
183
294
50
0.0
0。0
‐2.3
‐1.28●
‐0.78
0.6
0.28
‐3.988
‐0。7●
-0.1
-14.3
0.6
0.8
1.6
1.0
0.6
1.0
1.8
3.4
1.8
0.8
3.4
41
37
73
81
1.8
2.3
2.1
1.7
1.2
1.5
2.1
4.3
2.0
1.1
3.7
8 :Pく0.0250 88 8Pく0。005。 ●88 :Pく0.0001
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表 8
下願中切歯点 対 照 群 (■‐22) ULBttF(■‐9)
中央値最小値最大値
泄 .ェol洋(■‐18)
中央値 最小値最大値
ME.lo群(■‐18)
中央値 最小値 最大値
UBL謝l(■‐11)
中央値 最小値 最大値の 空 間 座 標 置   中央値最小値最大値
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
???
。???
?????
??????
?
?
?
?
?
?
?
‐?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
‐?
‐?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?‐????
・15    33    0
-29  -123   47
-114  ‐126  -37
121    50  169
0    -15   9
o03   _28   19
‐50    -79  ‐12
50     17   79
-11    -30   12
‐15    -56   38
‐98   -194  ‐46
00     54  201
0    -21   27
o8   45   42-72    -87  -12
75      17   95
-13    -34   29
‐17   -101   42
‐112    =245  -46
119     50  267
0
0“
-37
42
‐20
-15
-109
116
138●
13拿
63
67
0'・・   -13   35
13      -15   32
63      34  108
69      35  109
-25      -58   16
=26・    -71    0-120    ‐164  ‐39
137      50  174
138
258
104
107
0“
26
110
113
‐????‐??
?
???‐????
‐?‐????
?‐
??
??
‐?
?
?
?
?
。??
?
?
‐?
?
??
?
?
?‐
??
??
?
??
?
??
‐?
?
?
?‐
?
?
?
?
?
?
?
?
‐?
?
?‐
?
??
。。??
?
??
?
‐?
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?‐
?
??
?
‐?
??
。
?
??
?
??
‐?
?
?
??
??
??
??
‐??????
?
??
?
??
??
?
??
?
?
??
?。
??
?
?
??
‐?
‐?‐????‐????????‐?。?????
?‐???????‐??????????????
?
?‐????
?
?‐??
???????????????‐?
0・8・  -20   38
10     ‐53   28
61     14  185
65  31 192
‐21     -52    0
-20・拿   _74    17
-89   ‐188  ‐22
107      33   195
′
 158・   ‐16   49
7     ‐49   137
102      41   368
104      43   375
?‐
?
??
‐?
?
?
?
??
?
??
‐?
‐?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
??
??
?
‐?
?
?
??
???????。????
?
????????‐????
?‐???????‐??‐??
?????
?????
?
?‐???
-17   ・37   27‐55  -111  -14-107 -149 ‐35
117    61  171
???‐?‐?????‐???
。???????????
?
?
?。
?‐
?
?
?
?
?
?
‐?
?
?‐
?
??
??
??
??
‐?
?
??
??
?
‐?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?‐
?
‐?
?
??
?
?
?
‐??
?
‐??
‐‐?
?
?
?
?
‐?
?
?
?
?‐
?
?
?
??
??
?
?
?‐
?
?
??
●●●●
表 9
被験筋肉箕9ワー タ 中蝕到詠ri:亀 lJLBttF(n■9)中央値 最小値最大値 Mx.mo群 (■=18) Mx.10群 (n=18)中央値最小値最大値  中央饉最小値 最大値 UBLttF(n=H)中央値 最小値 』け:値
??‐?????‐?????????‐??‐???
?‐?。?‐?????????????‐?‐‐?‐
‐????????‐??‐??‐?
????????????「??
??‐??‐??????‐??
‐????????????????‐??
????‐??????‐????‐????
117
21
413
514
305●
121●
232
404
564
296●
124●
267
417
535
241
146
232
384
536
304  '
133
636
112
″
″
????‐?
?????
???‐???
????‐?
?????
‐?????
?????‐。???。‐??ゅ
????‐?????????
?????‐????????
???????‐???‐???
???????????
???‐???????????
?ぁ??????????
?????
??‐???
‐?????
????‐???
?????
?????‐
， ??‐???
?????‐??????‐。?
????????‐?‐???
???‐?????‐???‐?
???????????
???‐????????
???????????
?????
‐?‐?‐‐?‐?‐??
‐????‐??
?????‐
?‐?‐?‐??
??????
?????
?????
‐???‐?‐?‐
???????????????‐???
????‐?‐???????．?‐????????
?‐??‐???????????????
????‐????‐??????????‐??
??????????????????
??‐??????‐?‐??????????
Ш
‐??‐????
???‐??
??‐‐??‐??‐?
?????????????‐?‐
????‐???????
????????????????????
????‐?????????????‐?
??????‐????‐???‐?????
?
??
ぃ
Conmr
?????
????‐?
??‐???
?????
??‐????
‐???．?‐?
??‐??．??
?‐????
???‐‐??
??‐?????
???‐??
‐???‐??
?‐??????
?????
?‐?????
り
準 : Pく0。025,  ホ中 : Pく0。005
●●●●
表10
対照群い=22)      患者群 (■=23)
計測項目      中央値 最小値最大値  中央値最小値最大値
HJ
咀彗回数 (EI)     53   25  165    93** 28  410
咀馨!時間 (1抄)     49   19  115    68** 33  299
SJ
咀馨巨H魔 (El)     34   10 102    55*  23  262
咀馨眠日間|(移卜)     26   6  71     39*  17  169
8:Pく0。05088:Pく0。01
附表 I
‐oストロータ発現率(“)と 裂側咀馨 非裂側咀馨
●
●
●
比較される形態分析項目      rs   確率(P)     rs   確率(P)
HJ
崚合餞触点菫
襲口自歯部
4E前菫部
非覆口自口部
擢 岬
崚合最触口数
裏口自■部
覆日前雷部
非覆口自口部
擢 HII●●
交叉崚合口数
覆口自由部
製口前歯部
非覆口自歯部
非覆日前歯部
ULB口数
覆側自由部
非覆口自歯部
UBL●数
覆口自重部
非覆口自由部
上■の口列弓長Ecan)
上願の第1小自歯間幅径(■二)
上顎の第1大自口間幅径c●■)
上■の口菫吉誦ぃ■)
~   (d3)
PL‐APc―)
ANBcd8)
0」C―)
SJ
‐崚合餞触点重
裂側自由部
製日前歯部
非覆口自歯部
非裂日前歯部
崚合餞触量数
襲側自歯部
襲日前8部
非覆口自歯部
非覆日前歯部
壇 合口数
裏側自由部
襲口前歯部
非覆口自歯部
非覆日前歯部
ULB●数
覆口自由部
非覆口自由部
UBL●数
覆口自口部
非覆口自由部
上EO●列弓長衝(■■)
上顎の第1小自口間幅径cn■)
上日のお1大自日間幅径●■)
上■の口蓋高価ぃ■)
~   (`8)
PL‐MPc―D
ANBcdg)
0」C―)
0.3602
0。1065
0.3160
0.2668
0。曖
0.0986
0.0925
0。2480
・0.3994
0。3999
‐0.3886
‐0.1541
0.5211
0。1369
‐0.5182
‐0.0324
0.0062
0.3618
0.3200
0.2407
0.0067
0.0959
‐0.0842
0。1143
0。1527
0.0121
0.2540
0.0712
‐00723
0。0088
0.0688
0.0767
・0。1382
・0,0646
‐0。1989
‐0.0559
0.5671
0.2456
‐0.4860
‐0.2341
・0.0764
0.0198
0。2621
‐0.0315
‐0.2298
‐0.0893
‐0.1227
Ю.1649
0.0911
0.6173
0.1383
0。2107
0.9167
0.6438
0.6“
0.2447
0.0610
0.0607
0.0684
0.4697
0.0145中
0.5209
0。0151・
0.6992
0.9768
0.0897
0。1333
0.2588
0.9750
0.6528
0.6928
0.5918
0。4740
0。9548
0.2335
0。7384
0.7345
0.9671
0.7470
0.7192
0.5169
0。7618
0.3509
0,7573
0.0078菫
0.2493
0.0226●
0。1827
0。7200
0。9261
0。2190
0.8826
0.2811
0.6754
0.5648
0.4392
・0.0651
0。3386
0.0916
0。1593
0.0473
0。3343
‐0.0244
0。1270
・0。2533
・0.0“フ
‐0.3012
‐0.1467
0。1491
0.7769
‐0.4577
‐0。7769
0。 つつ9
0.1246
0。2748
0。3039
‐0.1419
0。1082
‐02614
0.0057
0.0100
0.2205
0。1130
0。2310
‐0.26,9
0.2107
‐0.1072
0.2115
‐0.3632
0.0943
‐0.3024
‐0.2422
0.0701
0。4793
-0.3404
‐0.5315
0.3468
0。4040
0.2825
0。3506
0.0762
0。1470
-0.0012
0.0916
0。7601
0.1122
0。
“
74
0.4550
0.圏3
0。1169
0。9090
0.5513
0。四 8
0.6945
0.1577
0.4915
0.4843
0.0003●●
0.0318
0.0003●●
0.2958
0.5590
0。1975
0.1541
0.5057
0。6117
0.2201
0.9786
0。9625
0。3010
0.5960
0.2786
0.2055
0。3231
0。6151
0.3212
0.0885
0.6583
0.1561
0。2559
0。7422
0.0246・
0.1103
0.0123●
0。1038
0.0581
0。1851
0.1001
0。7207
0。4904
0。9954
0。
“
75
●
●●:P(0.
●●●●
附表H
下顎運動バラメータ 対照群 ULBtt Mxom。群 M=。lo群 UBL群
時間的計測項目
開口相時間ぃ⇒
閉口相時間に⇒
咬合相時間←⇒
咀嗜サイタルぃ⇒
空間座標値
COou口mmLaKmm)
COout5mmLaKmm)
MOPLlЦ■m)
COin5mmLat om)
COin2mmLatKmm)
coOuammArPom)
COout5mmA/Po■)
MOPAJPcmm)
CmmmArPぃm)
CttmmArPom)
MOR「odcalcmm)
0.4116
0.0115ネ
0.2625
0.0040ホ拿
0.0027拿拿
0.0074率*
0。4341
0.0093ネ率
0.0038拿*
0。0847
0.1133
0.0758
0。0611
0.2252
0。1510
0.0575
0.00608
0。7418
0.001488
0.0203拿
0.0170拿
0.1145
0.01508
0.0185率
0.1609
0.1078
0.6010
0.4401
0.6195
0.4681
0.0711
0.00098拿
0.8284
0.0167凛
0.6785
0。8377
0.2491
0.8470
0.2847
0.7012
0.2657
0.6874
0.8106
0.5592
0.3808
0.4901
0.0004ネ拿
0.4653
0.5486
0.4746
0.3535
0。7399
0.6284
0。3382
0.4702
0.3239
0.0808
0.1794
0.1670
0.0847
0.5045
0.003188
0。8478
0.4409
0.2566
0.7871
0.1620
0.6899
0。1485
0.8348
0。5344
0.1579
0.4099
0.3348
0.0837
対躙嘔群 :8:Pく0。05, 88:Pく0。01
患者群 :8:Pく0。0250 88:PcO.005
●●●●
附表HI
下顎中切歯点
の空間座標置  対照群 ULBi詳M=.ェo群 MЖ。lo群 UBLi詳
COout2mm
Lat
ArP
Ver
Total
COout5mm
Lat
A/P
Ver
Total
COLttm
Lat
A/P
Ver
Total
COin2mm
Lat
A/P
Ver
Total
0.0183拿
0.0229拿
0.0043拿8
0。006088
0.0261拿
0.000788
0.0067拿拿
0.0023ホネ
0.0071ネ拿
0.0041拿ホ
0.0067ネネ
0.00098拿
0.01728
0.0217ネ
0.0019ネ率
0.0010ネネ
0.0178率
1.0000
0.0075ネ
0.0077ネ
0.02278
0.5940
0.0221*
0.0128拿
0.0233ネ
0。7995
0.0209拿
0.0214ネ
0.0182ネ
0。2367
0.0209ネ
0.0205*
0.8589
0.1259
0.0006ホ*
0.0004ネ拿
0.5693
0.0258
0.1488
0.0928
0.6049
0。1020
0.0113*
0.0099*
0.1958
0.6230
0.00358拿
0.0032*ネ
0.0690
0。9443
0.0613
0.1485.
0。0524
0.0786
0。9434
0。8971
0.3784
0.0528
0.0008拿*
0.0012ネ拿
0.2324
0。1555
0.0157拿
0.0148*
0.3946
0。1731
0.02918
0.01838
0.1542
0.0525
0.3061
0.0408
0。1383
0.0850
0.0076拿
0.0076率
0.1921
0。1383
0.0033*ホ
0.00338ネ
対躙暇群 :8:Pく0。050 88:Pく0。01
患者群 :8:Pく0。0250 88:Pく0。005
●●●●
附表 IV
計測項目および
比較される筋肉名
HJ
対 照群 ULBtt M=.■o群M=。lo群 UBL群
SJ
対 照 群  ULBtt M=.■o群M=。lo群 UBL群
開始時刻に 3)
IPSIPT VS COndT
IPdOI VS COnmOI
ピータ時刻cms)
IP壺汀VS COnuttr
IP盤OI VS COnmOI
終了時刻 cms)
IPSIPT VS COndT
IPdOI VS COntaOI
0.0017●● 0.0076拿  0.1488
0。3455   1.0000   0.7135
0.0074拿8 0.0240拿  0。9306
0.0871   0.6115   0.4690
0.00518拿  0.0184ホ   0.02458
0.1776   0.9528   0。1989
0.0096●●  0,01828
0.1520    1.0000
0。2249   0.1609
0.3604   0。7353
0.0707   0.0858
0.7022    1.0000
0.0721   0.3139
0.0666   0.7794
0。6319   0.3863
0。1068   0。9165
0.0702    1.0000
0。3313    0.2041
0.5318   0.5337
.7771    0.1823
0。5277   0。2132
0.2310   0.6566
0.7547
0.1 45
0。9320
0。9499
0.0640
0.7298
0.0912
0.7150
0.“6
0。8125
0。7989
0.1095
0.0242拿
0.2477
0。9 11
0 6121
0.8789
0.157
0.2860
0。7111
0。6791
0。6474
持続時間い8)
IPttr vs conuttr O.o3218 o.o152拿 0.8107 0 7 0
1PdOI VS COnmO1 0.2765 0.3590 。1840 0。2143
ピータ電位(μη
IP』r vs cOnraPT o.0666.3271   0.01998  0.0209拿
IPttOI vs ConmO1 0.o2978 0.01528 0.01758 0.01298 0.0207拿
0.024 8   0。9527   0.1119   0.0740   0.0754
0.0234拿   0.0234●  0. 86拿   0.02468   0.02298
対露ヨini:8:Pく0。05,38P:く0.01
患者各小群 :8:Pく0。025
●●●●
附表V
筋電図バラメータ 対照群 ULBitt M=。m。群 M=。lo群 UBLi詳
IPsIPT
苗艦藉解η
ピータ時刻い3)
終了時刻 に 3)
持続時間に3)
C●ntraPT
音層ζ昴艦摯V)
ピーク時刻Cm3)
終了時刻 Cms)
持続時間Cm3)
IPsiOI
ピータ電位(μV)
開始時刻Cm3)
ピータ時刻Cms)
終了時刻 (ms)
持続時間cm3)
ContraOI
ピータ電位(μV)
開始時刻Cms)
ピータ時刻Cms)
終了時刻 Cms)
持続時間(■3)
0.00178ネ
0.2491
0.1045
0.0046拿拿
0.0003 ネ拿
0.0012拿ネ
0.2988
0.0824
0.0203 8
0.0424ネ
0.6848
0.0575
0.0824
0。1080
0.2234
0.3300
0。2768
0.1830
0.5161
0.1778
0。0244ネ
0.0858
0.1386
0,0077*
0。0243 *
0.0209ネ
0.0663
0。0663
0.0208拿
0.0109ホ
0.5940
0.1614
0.6784
0。1731
0.3743
0.6784
0.0687
0。8588
0。7220
0。9528
0.0198ネ
0.9811
0.0777
0.0139拿
0.0123拿
0.1024
0.0615
0。1119
0.0050ネネ
0.0139ネ
0.1446
0.2485
0.3837
0。2668
0.3271
0.3271
0.0929
0。1701
0.4724
0.4204
0。7582
0。7226
0.8871
0.8129
0.7174
0.0720
0。5540
0.5074
0。2011
0.0627
0。6791
0。2868
0。2976
0.4073
0.5074
0。9434
0。9110
0。3088
0.4925
0。2659
0.4229
0.8589
0.3863
0.2662
0.2858
0.2858
0.5337
0。7221
0.2860
0。2477
0.8589
0。9645
0.6566
0.5937
0.6566
0.6566
0.8589
0。7221
0.5045
0.5937
対躙瞑群 :3:Pく0。05。 33:Pく0。01
患者群 :8:Pく0。0250 88:Pく0。005
